
地球温暖化、緑の喪失と砂漠化、オゾン層の破壊、人口の爆発的増加……。

地球環境論議が盛んだが、危機を叫ぶだけでは解決にならない。人類は科学技

術の進歩により、人工衛星からの画像を解析することで、地球の未来を考える

英知を手にした。４６億年かけ大変動を繰り返してきた地球。有史以来、祖先た

ちが地球といかに共生してきたか。衛星画像の解析と国土のあり方の研究が手

をつないでこそ、今日的課題に立ち向かう糸口となる。「宇宙から見た地球」

と「国土学」のコラボレーション。壮大な宇宙からのメッセージを特集する。

日
本
人
は
「
国
土
」
を
空
気

の
よ
う
に
当
然
の
存
在
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
列
島
に
人

が
住
み
始
め
た
最
初
か
ら
、
国

土
は
人
の
手
に
よ
る
様
々
な
働

き
か
け
で
、
安
全
に
住
め
る
領

域
を
広
げ
、
生
産
に
適
す
る
土

地
を
拡
大
し
て
き
た
。
国
土
へ

の
働
き
か
け
が
、
安
全
に
暮
ら

せ
、
生
産
性
を
上
げ
る
な
ど
国

土
か
ら
の
恵
み
を
も
た
ら
し

た
。
国
土
へ
の
働
き
か
け
な
く

し
て
国
土
か
ら
の
恵
沢
は
な

く
、
恵
沢
の
拡
大
も
な
か
っ
た

の
だ
。

国
土
の
特
徴
を
私
た
ち
は
よ

く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
る

が
、
日
本
の
国
土
の
特
性
を
世

界
各
国
と
比
較
し
て
十
分
把
握

し
て
い
る
か
は
心
許
な
い
。
地

震
や
台
風
の
有
無
、
軟
弱
地
盤

の
状
況
、
河
川
の
流
れ
方
な
ど

自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
土
地

の
保
有
形
態
や
所
有
観
な
ど
も

他
国
と
大
き
く
異
な
り
、
国
土

の
有
効
利
用
に
大
き
な
ハ
ン
デ

を
負
う
。
こ
れ
が
わ
が
国
の
国

際
競
争
条
件
だ
と
認
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

宇
宙
か
ら
見
た
地
球
は
雲
に

覆
わ
れ
、
海
の
青
さ
と
陸
の
緑

の
混
じ
り
合
っ
た
美
し
い
惑
星

だ
と
思
い
描
く
人
が
多
い
。
だ

が
、
人
工
衛
星
か
ら
の
画
像
を

見
る
と
、
南
北
両
半
球
の
中
緯

度
帯
に
、
雲
の
少
な
い
乾
燥
帯

が
見
て
と
れ
る
。

日
本
は
地
球
の
中
緯
度
・
乾

燥
帯
に
あ
り
な
が
ら
、
極
め
て

例
外
的
に
「
緑
豊
か
な
国
土
」

を
持
つ
が
、
地
球
的
に
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
の
東
の
最
果
て
の

島
国
「
絶
東
の
小
国
」
で
し
か

な
い
。
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
帯

に
あ
り
、
大
陸
の
縁
辺
で
「
地

震
や
台
風
の
常
襲
地
帯
」
に
位

置
し
、
自
然
災
害
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
い
環
境
下
に
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
は
同
じ
東
ア
ジ
ア
に

あ
っ
て
も
、
中
国
と
も
イ
ン
ド

と
も
異
な
る
独
自
の
文
明
を
持

つ
。

こ
う
し
た
事
実
を
知
っ
て
い

て
も
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
日
頃

か
ら
意
識
し
、
わ
が
国
が
お
か

れ
る
社
会
・
政
治
・
経
済
状
況

な
ど
に
向
き
合
っ
て
き
た
だ
ろ

う
か
。

人
工
衛
星
か
ら
地
球
、
国
土

を
俯
瞰
的
に
見
る
こ
と
で
、
改

め
て
日
本
の
国
土
の
あ
り
方
を

再
考
す
る
。

∥
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
、

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
、
東

海
大
学
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
協

力

1～3

4

５

６

７

８／９

１０

１１

１２／１３

１４

１５

衛
星
写
真
で
見
る
と
南
北
両
半
球
の
中
緯
度
帯
は
、
ほ
と
ん
ど
乾
燥
帯
だ
。
し
か
し
、
大
陸
の
東
端
に
あ
る
島
国
日

本
だ
け
は
、
地
震
や
台
風
の
常
襲
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
も
、
奇
跡
的
に
緑
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

日
本
付
近
の
地
震
活
動
。
１
９
８
４
～
２
０
０
６
年
に
か
け
日
本
付
近
で
発
生
し

た
Ｍ
５
・
０
以
上
の
震
央
分
布
。
世
界
の
地
震
の
約
１０
％
が
日
本
付
近
で
発
生

台
風
の
経
路
。
１
９
８
９
～
２
０
０
８
年
に
か
け
日
本
に
接
近

ま
た
は
上
陸
し
、
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
５８
個
の
経
路

宇宙から国土再考

平城遷都１３００年祭 開催中

世
界
と
比
較

社
会
と
向
き
合
う

特集「宇宙から見た国土学」

「環境に取り組む―輝く人たち―」⑤

「私の道」マリンバ奏者・作曲家吉岡孝悦さん

わが国、国土のすがた①

直売所�ブーム�いつまで

特集「道の駅話題の丼１５選」

国土学事始め／なるほどブリッジ⑨

話題の道の駅

グリーンツーリズム

読者の声／おもしろ万葉集

プレゼント／パズル
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
西
宇
宙
イ
ニ
シ

ア
チ
ィ
ブ
（
Ｋ
ａ
Ｓ
ｐ
Ｉ
）

主
催
で
実
施
し
た
「
宇
宙
ふ

れ
あ
い
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ｉ

ｎ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ（
穂
谷
）」

の
１
泊
２
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
子
供
や
父
母
ら
９４
人
が

参
加
し
た
。
講
師
は
坂
田
俊

文
東
海
大
学
教
授
（
前
東
海

大
学
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
所

長
）
。
子
供
た
ち
は
見
た
こ

と
も
な
い
衛
星
写
真
に
感
動

し
、
地
球
や
国
土
の
現
状
に

思
い
を
巡
ら
せ
た
。

講
義
で
は
、
宇
宙
か
ら
見

た
地
球
、
人
工
衛
星
の
画

像
、
大
陸
移
動
の
動
画
な
ど

を
披
露
。
地
球
儀
な
ど
を
使

い
、
太
陽
系
を
１
億
分
の
１

ス
ケ
ー
ル
で
捉
え
た
分
か
り

や
す
い
解
説
に
大
喜
び
。
宇

宙
に
興
味
あ
る
子
供
が
多

く
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、

講
義
後
に
サ
イ
ン
を
求
め
る

列
が
で
き
る
な
ど
、
大
盛
況

だ
っ
た
。

坂
田
教
授
は
衛
星
画
像
分

析
の
世
界
的
な
権
威
だ
。
様

々
な
観
測
衛
星
が
地
球
を
撮

影
し
始
め
て
４０
年
前
後
。
高

精
細
の
衛
星
写
真
が
可
能
に

な
っ
た
の
は
つ
い
最
近
だ
。

人
工
衛
星
に
は
沢
山
の
情
報

が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
出
し

て
解
析
す
る
。

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
エ

ン
デ
バ
ー
に
搭
乗
し
た
宇
宙

飛
行
士
、
毛
利
衛
さ
ん
と
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
で
宇
宙

か
ら
地
球
の
姿
を

捉
え
る
計
画
を
立

て
、
地
上
か
ら
撮

影
を
誘
導
。
エ
ジ

プ
ト
の
ナ
イ
ル
河

に
沿
う
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
群
の
中
か
ら
未

知
の
遺
構
を
発
見

し
て
「
宇
宙
考
古

学
」
を
唱
え
、
戦

場
跡
の
地
雷
探
査

研
究
を
進
め
る
な

ど
、
人
類
に
残
し

た
功
績
は
大
き

い
。坂

田
教
授
が
情

熱
を
注
ぐ
の
が
、

子
供
た
ち
に
地
球

的
視
野
を
持
っ
て

も
ら
い
、
国
土
を

思
う
心
を
養
っ
て

も
ら
う
た
め
の
教

育
で
あ
る
。
同
セ

ン
タ
ー
は
青
少
年

を
対
象
に
、
地
球
の
歴
史
や

環
境
を
衛
星
画
像
な
ど
で
紹

介
す
る
「
地
球
環
境
教
育
」

に
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針

で
、
坂
田
教
授
も
全
国
の「
道

の
駅
」
な
ど
で
出
前
講
座
を

開
き
た
い
と
意
気
込
む
。

道
の
駅
が
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
最
も
有
効

に
発
揮
し
た
の
は
、
災
害
時

の
防
災
拠
点
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
国
土
の
整
備
・
保
全
と

防
災
は
密
接
不
可
分
だ
。
地

域
振
興
、
地
域
連
携
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
大
き
く
、

地
元
な
ら
で
は
の
歴
史
、
文

化
の
発
信
機
能
も
担
う
。
そ

ん
な
道
の
駅
だ
か
ら
こ
そ
、

国
土
を
考
え
る
次
世
代
育
成

の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
。

衛
星
写
真
の
デ
ー
タ
解
析

は
、
国
土
学
の
研
究
者
た
ち

も
、
地
球
の
、
そ
し
て
日
本

の
国
土
保
全
に
大
い
に
役
立

つ
と
考
え
て
い
る
。
人
が
自

然
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
手

に
入
れ
て
き
た
国
土
を
整
備

し
、
子
々
孫
々
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
の
重
要
性
と
、

次
世
代
へ
の
地
球
的
視
野
の

教
育
を
考
え
る
両
者
の
思
い

は
共
通
す
る
。

今
、
衛
星
画
像
デ
ー
タ
の

解
析
と
い
う
先
端
技
術
と
、

国
土
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
進
み
始
め
て
い
る
。

大
阪
・
枚
方
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の
「
地
球
出
前
講
座
」
。
テ

ン
ガ
ロ
ン
ハ
ッ
ト
の
軽
装
は
、
子
供
た
ち
の
興
味
を
ひ
く
講
座
に
す

る
に
は
「
講
師
は
タ
レ
ン
ト
で
な
け
れ
ば
」
と
い
う
持
論
か
ら
だ

「
地
球
を
出
前
す
る
」
―
―
。
０９
年
夏
、
大
阪
府
枚
方
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に
子
供
た
ち

の
歓
声
が
上
が
っ
た
。
生
き
生
き
し
た
ま
な
ざ
し
、
未
知
の
世
界
と
の
出
合
い
。
テ
ン
ガ
ロ
ン

ハ
ッ
ト
姿
の
講
師
が
熱
弁
を
振
る
う
。
興
味
深
げ
に
耳
を
傾
け
る
真
剣
な
表
情
に
は
、
未
来
を

担
う
若
々
し
い
息
吹
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
東
海
大
学
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
が
青
少
年
を
対
象
に

し
た
出
前
講
座「
地
球
の
物
語
―
宇
宙
規
模
で
地
球
を
見
る
」の
会
場
風
景
だ
。
道
の
駅
で
も
、

出
前
講
座
を
実
現
し
た
い
。
そ
ん
な
企
画
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
自
然
条
件
は
非

常
に
厳
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

重
な
り
合
っ
て
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
日
本
の
国
土
に

は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
。多

数
の
島
々
を
抱
え
／
脊

梁
山
脈
が
国
土
全
体
を
縦
貫

／
河
口
部
と
山
間
盆
地
し
か

平
野
が
な
く
非
常
に
狭
い
／

平
野
の
比
率
が
非
常
に
小
さ

い
／
平
野
の
ほ
と
ん
ど
が
軟

弱
地
盤
に
あ
る
／
全
地
域
で

大
地
震
の
可
能
性
が
あ
る
／

地
球
総
平
均
の
約
２
倍
の
雨

が
降
り
、
梅
雨
期
と
台
風
期

に
集
中
豪
雨
が
あ
る
／
脊
梁

山
脈
が
貫
く
た
め
河
川
が
短

く
急
流
で
、
土
砂
崩
れ
や
洪

水
の
危
険
が
大
き
い
／
国
土

の
６
割
が
積
雪
寒
冷
地
帯
に

あ
り
、
多
く
の
都
市
が
豪
雪

地
帯
に
あ
る
―
―
な
ど
で
あ

る
。こ

れ
ら
は
、
他
の
国
々
と

自
然
現
象
を
比
較
す
る
た
め

抜
き
出
し
た
特
徴
で
、
一
つ

一
つ
が
こ
の
国
土
で
暮
ら
す

難
し
さ
を
示
す
。

さ
ら
に
難
儀
な
こ
と
は
、

軟
弱
地
盤
の
上
の
平
野
に
大

都
市
が
あ
り
、
常
に
大
地
震

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
そ

の
平
野
が
ほ
と
ん
ど
河
川
の

氾
濫
区
域
に
あ
り
、
洪
水
の

危
険
性
が
常
に
あ
る
こ
と
な

ど
だ
。

こ
れ
ら
二
重
、
三
重
の
悪

条
件
が
重
な
り
合
っ
て
国
土

の
使
い
方
を
さ
ら
に
厳
し
く

し
て
い
る
。

今
、
世
界
で
は
ど
の
国
も

厳
し
い
財
政
事
情
を
抱
え
な

が
ら
、
将
来
の
国
民
の
た

め
、
安
全
に
暮
ら
せ
、
効
率

的
に
人
や
物
が
動
き
、
快
適

に
生
き
ら
れ
る
「
国
土
」
造

り
に
懸
命
に
努
力
し
て
い

る
。
日
本
だ
け
が
そ
の
努
力

を
怠
っ
て
は
、
国
際
競
争
に

勝
て
る
は
ず
が
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
衛
星
画
像

の
デ
ー
タ
解
析
な
ど
を
駆
使

し
て
「
国
土
形
成
の
歴
史
」

や
「
自
然
条
件
」
「
都
市
の

成
り
立
ち
」
を
考
察
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
加
え
て
、
土

地
の
所
有
観
な
ど
「
社
会
条

件
」
に
つ
い
て
も
、
他
国
と

比
較
し
把
握
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

私
た
ち
の
国
土
環
境
は
山

林
の
自
然
風
景
に
至
る
ま

で
、
先
人
た
ち
の
努
力
の
成

果
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
。
手
つ
か
ず
な
の
は
白
神

山
地
な
ど
極
め
て
わ
ず
か
な

空
間
に
す
ぎ
な
い
。

私
た
ち
は
、
過
去
の
人
々

の
国
土
へ
の
働
き
か
け
と
い

う
、
困
難
で
費
用
の
か
か
る

努
力
の
結
果
の
上
に
生
き
て

い
る
。
現
在
の
私
た
ち
世
代

だ
け
が
そ
の
外
に
立
っ
て
い

い
は
ず
は
な
い
。

１
９
９
０
年
比
２５
％
の
Ｃ

Ｏ
２

削
減
は
、
鳩
山
首
相
が

掲
げ
た
我
が
国
の
目
標
で

す
。
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ

２

の
約
３
割
が
乗
用
車

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
「
マ
イ
カ
ー
か
ら
自
転
車

へ
」
が
実
現
す
れ
ば
、
き
っ

と
地
球
に
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
で
し
ょ
う
。

ど
う
す
れ
ば
自
転
車
へ
の

乗
り
換
え
が
進
む
の
で
し
ょ

う
か
。
自
転
車
ユ
ー
ザ
ー
に

「
自
転
車
を
選
択
す
る
理

由
」
を
尋
ね
た
結
果
が
グ
ラ

フ
で
す
。「
環
境
」「
便
利
」

「
コ
ス
ト
」
を
抑
え
た
一
番

の
理
由
は
、
「
他
の
手
段
よ

り
速
い
」
こ
と
で
し
た
。
一

般
的
に
都
市
内
で
自
転
車
が

自
動
車
に
勝
て
る
距
離
が
５

㌔
㍍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
で
も
駐
車
や
信
号
待

ち
を
考
慮
す
る
と
「
ド
ア
ツ

ー
ド
ア
」
で
２０
分
程
度
か
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
時
速
１５
㌔

に
あ
た
り
、
自
転
車
で
も
出

せ
る
速
度
に
な
る
の
で
す
。

一
方
、
都
市
部
の
自
動
車

に
よ
る
移
動
の
約
４
割
は
５

㌔
未
満
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
か
な
り
荒
っ
ぽ
い

試
算
で
す
が
、
仮
に
こ
の
４

割
が
自
転
車
に
乗
り
換
え
た

と
す
る
と
、
家
庭
か
ら
発
生

す
る
Ｃ
Ｏ

２

は
約
１
割
削
減

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
立
ち
塞

が
る
の
が
「
安
全
」
の
問
題

で
す
。
我
が
国
の
交
通
事
故

死
者
数
は
近
年
着
実
に
減
少

し
、
０９
年
は
４
９
１
４
人
と

５７
年
ぶ
り
に
５
０
０
０
人
を

下
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
自

転
車
と
歩
行
者
の
接
触
事
故

は
最
近
１０
年
間
で
約
５
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
「
速
く

走
り
た
い
自
転
車
」
と
「
安

全
」
の
問
題
、
こ
の
両
立
が

鍵
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
は

警
察
庁
と
合
同
で
、
０８
年
に

全
国
で
９８
カ
所
の
自
転
車
通

行
環
境
整
備
モ
デ
ル
地
区
を

指
定
し
、
歩
行
者
、自
転
車
、

自
動
車
を
分
離
す
る
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
写
真
は

モ
デ
ル
地
区
の
一
例
で
す
。

今
ま
で
市
民
権
を
持
た
な
か

っ
た
自
転
車
が
「
快
適
」
に

走
行
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
、
そ
れ
が
目
下
の

道
路
行
政
の
一
つ
の
目
標
で

す
。

（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
道
路
研
究
室
長
・
上
坂
克

巳
）

さかた・としぶみ １９３１年東京生まれ。

工学博士（東京大学）。７１年東海大教授。

同大情報技術センター所長、同大宇宙情

報センター所長など歴任。衛星画像デー

タの研究を進め、地球科学技術の推進、

リモートセンシング技術の研究開発、衛

星開発などに携わり現在、（財）地球科学

技術総合推進機構会長。

手をつなぐ衛星画像解析と国土学

安全な走行空間創出へ

自転車に乗り換えＣＯ２削減

「
道
の
駅
」で
も『
地
球
の
物
語
』を

坂田俊文東海大学教授が地球を〝出前〟

日
本
の
自
然
条
件

衛
星
画
像
解
析
で
把
握

地形がもたらす厳しくも豊かな環境の日本列島

自転車の選択理由
出典：交通工学ハンドブックから

路
肩
を
自
転
車
道
に
整
備
し
た
例

（
国
道
５３
号
、
岡
山
市
）
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人
工
衛
星
か
ら
撮
影
し
た

高
精
細
画
像
デ
ー
タ
解
析

が
、
地
球
的
視
点
か
ら
様
々

な
新
発
見
に
結
び
つ
き
、
世

界
的
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
未
知
の
遺

構
の
発
見
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
・
ナ
イ
ル
川
西

岸
の
砂
漠
地
帯
の
通
称
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
・
ゾ
ー
ン
に
は
文
献

上
、
砂
に
埋
も
れ
た
未
発
見

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
残
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

東
海
大
学
情
報
技
術
セ
ン

タ
ー
は
９４
年
か
ら
、
早
稲
田

大
学
古
代
エ
ジ
プ
ト
調
査
室

と
共
同
で
「
衛
星
デ
ー
タ
に

よ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
探
査
」
を

主
題
に
研
究
。

多
衛
星
の
画
像
デ
ー
タ
、

Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
地
形
標
高
）
デ
ー

タ
、
考
古
学
デ
ー
タ
を
組
み

合
わ
せ
、
王
朝
時
代
の
大
型

建
造
物
の
特
徴
と
立
地
条
件

な
ど
を
調
査
し
た
結
果
、
カ

イ
ロ
南
方
約
３０
㌔
の
ダ
ハ
シ

ュ
ー
ル
で
未
報
告
の
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
広
大
な
遺
跡
を
発

見
し
た
。

約
３
４
０
０
年
前
、
エ
ジ

プ
ト
新
王
国
時
代
の
ト
ゥ
ー

ム
・
チ
ャ
ペ
ル
（
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
付
い
た
神
殿
型
貴
族

墓
）
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模

な
遺
構
と
、
広
大
な
墓
域
で

「
ダ
ハ
シ
ュ
ー
ル
北
遺
跡
」

と
命
名
さ
れ
た
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
を
対
象

に
、
衛
星
画
像
解
析
に
よ
っ

て
探
査
地
を
選
定
し
、
遺
跡

発
掘
に
成
功
し
た
の
は
史
上

初
の
こ
と
だ
っ
た
。

日
乾
煉
瓦
造
の
壁
体
基
礎

部
、
石
灰
岩
の
石
組
の
シ
ャ

フ
ト
、
そ
れ
に
続
く
地
下

室
、
花
崗
岩
の
大
型
石
棺
、

石
灰
岩
の
キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー

ン
（
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
頂
部
）
が

確
認
さ
れ
た
。

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
と
妃

ア
ン
ケ
セ
ン
ア
メ
ン
の
名
を

刻
ん
だ
指
輪
、
小
神
像
、
彩

色
レ
リ
ー
フ
片
な
ど
４
０
０

０
点
超
の
遺
物
が
出
土
。
日

乾
煉
瓦
遺
構
の
周
域
か
ら
は

新
た
な
構
造
物
や
、
最
大
規

模
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

な
ど
も
見
つ
か
っ

た
。２０

年
以
上
前
だ

が
、
奈
良
で
開
催

し
た
「
な
ら
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
博
覧

会
」
に
際
し
て
、

古
代
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
都
市
や
遺
跡

も
調
査
し
た
。

長
安
（
現
西

安
）
と
ロ
ー
マ
を

結
び
、
絹
織
物
を

仲
立
ち
に
人
と
物

の
交
流
を
育
ん
だ

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
起
伏
の
激

し
い
山
脈
や
砂
漠
を
通
る
総

延
長
２
万
㌔
の
壮
大
な
道
路

で
あ
る
。
幾
つ
か
の
主
要
道

と
多
く
の
支
路
が
あ
り
、
地

理
的
条
件
、
襲
撃
か
ら
の
安

全
、
政
治
状
況
な
ど
を
考

え
、
長
期
に
わ
た
る
地
球
環

境
の
変
化
に
よ
っ
て
ル
ー
ト

が
選
ば
れ
た
。

人
工
衛
星
か
ら
見
た
中
国

に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

長
江
や
黄
河
流
域
の
多
く
の

川
や
運
河
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ

道
の
痕
跡
が
見
え
る
こ
と
と

「
万
里
の
長
城
」
が
見
え
る

こ
と
だ
。

中
国
や
朝
鮮
半
島
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
大
多
数
の
都

市
で
全
て
の
時
代
に
都
市
城

壁
が
あ
っ
た
。
日
本
以
外
の

文
明
国
の
都
市
は
、
ど
こ
も

壁
で
囲
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

「
万
里
の
長
城
」
も
、
巨
大

な
城
壁
の
一
形
態
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

狭
い
城
壁
の
中
に
大
勢
の

人
が
暮
ら
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
団
結
し
て
外
敵
に
対
抗

す
る
に
は
、
共
同
体
を
運
営

す
る
ル
ー
ル
が
必
要
だ
。
巨

大
な
壁
の
中
に
住
ま
な
け
れ

ば
命
が
危
う
い
た
め
、
城
壁

と
い
う
装
置
と

し
て
の
イ
ン
フ

ラ
を
発
明
・
導

入
し
、
そ
の
中

で
人
が
暮
ら
す

知
恵
と
し
て
、

法
律
や
命
令
な

ど
制
度
と
し
て

の
イ
ン
フ
ラ
が

必
要
だ
っ
た
。

日
本
は
島
国

の
た
め
外
敵
の

脅
威
が
少

な

く
、
都
市
に
城

壁
は
不
要
だ
っ

た
。
日
本

人

は
、
城
壁
が
重
要
だ
と
い
う

認
識
と
、
皆
が
強
い
規
制
の

下
に
共
同
体
を
構
成
す
る
意

識
、
つ
ま
り
「
公

共
」
の
認
識
に
疎

か
っ
た
。

私
た
ち
以
外
の

世
界
の
人
々
が
共

有
す
る
装
置
イ
ン

フ
ラ
観
と
、
共
同

体
経
験
を
欠
く
と

い
う
現
実
を
認
識

す
る
こ
と
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る

時
代
に
生
き
る
私

た
ち
に
と
っ
て
極

め
て
大
切
だ
と
い

え
る
。

人
工
衛
星
は
、

そ
ん
な
文
明
論
や

歴
史
観
も
も
た
ら

し
て
く
れ
た
の
で

あ
る
。

昨
年
の
６
月
か
ら
朝
日
新
聞
出

版
よ
り
、
週
刊
「
歴
史
で
め
ぐ
る

鉄
道
全
路
線
」
５０
巻
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
昔
の
鉄
道
マ
ニ
ア
の
一

人
と
し
て
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な

い
と
思
い
、
さ
っ
そ
く
購
入
す
る

こ
と
に
し
た
。

路
線
の
紹
介
が
中
心
で
地
域
情

報
な
ど
は
あ
ま
り
詳
し
く
は
紹
介

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
般
読
者

向
け
で
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る

が
、
私
に
と
っ
て
は
以
前
訪
れ
た

地
域
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ

て
、
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

そ
の
第
２５
冊
目
が
紀
勢
本
線
の

紹
介
だ
っ
た
。
紀
勢
本
線
は
日
本

一
大
き
な
紀
伊
半
島
を
三
重
県
の

亀
山
か
ら
和
歌
山
県
和
歌
山
市
ま

で
主
と
し
て
海
岸
線
を
ぐ
る
り
と

め
ぐ
る
路
線
で
あ
る
。
日
本
一
雨

量
が
多
い
と
言
わ
れ
る
尾
鷲
と
熊

野
市
の
間
が
昔
は
完
成
し
て
お
ら

ず
、
紀
勢
東
線
と
紀
勢
西
線
と
に

分
か
れ
て
い
た
。
昭
和
３４
年
に
全

通
し
て
紀
勢
線
と
な
っ
た
の
を
機

会
に
、
大
学
入
学
の
翌
３５
年
紀
勢

本
線
の
旅
に
出
た
。

尾
鷲
を
出
て
し
ば
ら
く
行
く

と
、
出
て
は
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
の

連
続
と
な
り
、
車
窓
か
ら
の
海
の

美
し
さ
に
見
と
れ
な
が
ら
工
事
の

苦
労
が
し
の
ば
れ
た
。
熊
野
市
か

ら
は
海
岸
線
に
沿
っ
て
走
り
景
色

も
落
ち
着
い
て
く
る
。

南
紀
は
そ
の
後
も
何
度
か
訪
れ

て
い
る
が
、
見
所
は
那
智
の
滝
と

勝
浦
温
泉
だ
ろ
う
。
勝
浦
温
泉
に

は
紀
州
の
殿
様
が
、
あ
ま
り
に
素

晴
ら
し
い
の
で
帰
る
の
を
忘
れ
る

洞
窟
風
呂
と
言
う
意
味
で
名
づ
け

た
と
い
わ
れ
る
忘
帰
洞
が
あ
る
。

た
し
か
に
私
が
訪
れ
た
頃
は
名
前

の
通
り
に
太
平
洋
の
波
を
眺
め
る

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。

温
泉
愛
好
家
の
一
人
と
し
て
あ

る
雑
誌
に
、露
天
風
呂
を
川
、海
、

平
地
で
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
３

つ
挙
げ
た
際
は
、
宮
城
県
作
並
温

泉
岩
松
旅
館
の
川
に
面
し
た
風

呂
、
和
歌
山
県
勝
浦
温
泉
ホ
テ
ル

浦
島
の
太
平
洋
を
眺
め
る
忘
帰

洞
、
島
根
県
玉
造
温
泉
長
楽
園
の

庭
全
体
が
風
呂
に
な
っ
て
い
る
よ

う
な
大
露
天
風
呂
と
書
い
た
ほ
ど

だ
。た

だ
最
近
で
は
ホ
テ
ル
浦
島
は

収
容
能
力
３
０
０
０
人
の
巨
大
ホ

テ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
３

０
０
０
人
と
言
え
ば
一
つ
の
村
の

人
口
に
匹
敵
す
る
数
で
は
な
い

か
。
ホ
テ
ル
に
来
て
も
宴
会
だ
け

で
忘
帰
洞
に
入
ら
ず
に
帰
る
客
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
、
余
計
な

心
配
も
し
た
く
な
っ
て
く
る
が
ど

ん
な
も
の
だ
ろ
う
。

今
年
は
、
坂
本
龍
馬
ブ
ー

ム
。
大
政
奉
還
の
立
役
者
で

あ
る
龍
馬
の
生
き
様
と
、
昨

今
の
新
た
な
風
へ
の
期
待
が

何
か
重
な
り
合
う
の
で
し
ょ

う
か
。
龍
馬
が
生
き
た
江
戸

時
代
は
、
江
戸
は
大
消
費

地
、
京
都
や
大
阪
は
生
産
・

開
発
地
、
長
崎
は
海
外
と
の

玄
関
口
と
い
っ
た
位
置
づ
け

で
し
た
。

当
時
、
こ
れ
ら
の
地
域
を

生
活
や
産
業
の
物
資
輸
送
と

い
う
点
で
支
え
て
い
た
の
が

「
海
の
道
」
を
行
き
交
う
船

で
し
た
。
図
に
示
す
よ
う

に
、
菱
垣
廻
船
、
樽
廻
船
、

北
前
船
な
ど
、
日
本
沿
岸
に

は
「
海
の
道
」
と
し
て
多
く

の
航
路
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
明
治
３０
年
代
に
全

国
に
鉄
道
網
が
配
備
さ
れ
る

ま
で
、
物
流
の
大
動
脈
と
し

て
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
現
代
に
も
そ
の

名
残
は
あ
り
ま
す
。

国
内
貨
物
輸
送
量
（
㌧
㌔

ベ
ー
ス
）
の
輸
送
機
関
分
担

率
を
見
る
と
、
船
の
分
担
は

３６
％
（
０６
年
度
）
で
す
。
こ

れ
を
先
進
諸
外
国
と
比
べ
る

と
、
米
国
が
１６
％
（
０４
年

度
）
、
英
国
が
２４
％
（
０５
年

度
）、
フ
ラ
ン
ス
が
２
％
（
０３

年
度
）、
ド
イ
ツ
が
１１
％
（
０４

年
度
）
で
す
。
わ
が
国
の
国

内
貨
物
輸
送
に
お
い
て
は
、

い
ま
や
６
割
の
分

担
率
を
占
め
る
自

動
車
と
と
も
に
、

船
は
長
距
離
航
路

や
各
離
島
航
路
な

ど
を
通
じ
て
、
依

然
そ
の
一
役
を
担

っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

海
上
に
も
国
道

が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

全
国
に
は
、
２７
路

線
あ
る
そ
う
で

す
。
海
上
部
を
含

め
て
一
連
の
道
路

と
な
る
一
般
国
道

を
言
う
そ
う
で
す

が
、
海
上
部
は
橋

や
フ
ェ
リ
ー
等
で
結
ば
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
道
５８

号
は
、
鹿
児
島
市
を
起
点
と

し
て
沖
縄
・
那
覇
市
を
終
点

と
し
て
い
ま
す
。
ト
カ
ラ
列

島
海
域
や
奄
美
諸
島
海
域
な

ど
の
海
上
を
航
行
す
る
フ
ェ

リ
ー
は
、
沖
縄
を
含
め
た
鹿

児
島
以
南
の
諸
島
へ
の
物
資

輸
送
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
道
は
、

ま
さ
に
「
海
の
道
」
と
「
陸

の
道
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

船
と
自
動
車
と
い
う
２
つ
の

交
通
機
関
が
、
連
携
し
な
が

ら
機
能
し
て
い
る
国
道
で

す
。道

は
繋
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
や
物
、
さ
ら
に
は
情

報
の
流
れ
を
作
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
流
れ
を
留
め
、
節
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ

に
宿
場
町
や
道
の
駅
の
よ
う

な
新
た
な
文
化
が
生
ま
れ
ま

す
。
「
海
の
道
」
と
「
陸
の

道
」
が
繋
が
る
節
に
は「
港
」

が
で
き
ま
す
。
「
港
」
と
い

う
漢
字
は
、「
�
」（
さ
ん
ず

い
）
に
「
巷
」
（
ち
ま
た
）

と
書
き
ま
す
。「
巷
」
と
は
、

人
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
る
賑

や
か
な
通
り
、
ま
ち
な
か
を

意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
港

は
、
古
来
よ
り
こ
の
二
つ
の

道
の
結
節
点
と
し
て
人
や
物

が
集
ま
る
場
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
各
地
に
港
町
文
化
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
は
地
形
上
、
陸
、

海
、
空
を
活
用
し
た
多
様
な

交
通
手
段
が
使
え
る
国
土
で

す
。
特
に
長
距
離
・
大
量
の

貨
物
輸
送
に
お
い
て
は
「
海

の
道
」
と
「
陸
の
道
」
の
両

方
を
活
用
で
き
る
国
。
こ
の

メ
リ
ッ
ト
は
今
後
、
経
済
の

効
率
化
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
さ
ら
に
は
地
域
文
化
づ

く
り
な
ど
に
大
い
に
生
か
せ

る
と
思
い
ま
す
。

�
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

・
八
尋
明
彦

道
の
コ
ラ
ボ

人
工
衛
星
写
真
デ
ー
タ
解
析

衛星探索により調査を進め発掘すると現われたピラミッドの先端

海
の
道
⑵

広
い
世
界
・
文
明
観
も
た
ら
す

古
代
エ
ジ
プ
ト

未
知
の
遺
構
発
見

人工衛星がとらえた地球の姿を地図のように並べてみる

人・物・情報の�節�に港

見えた公共認識

シルクロード調査

１面・２面・３面の衛星写真の画像処理：東海大学情報技術センター

出典：港をつくる（新潮選書）
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群
馬
県
み
な
か
み
町
の
赤

谷
湖
付
近
か
ら
国
道
１７
号
を

少
し
北
上
し
た
辺
り
。
各
所

に
か
な
り
雪
が
残
る
３
月
初

め
の
土
曜
日
、
雑
木
林
の
開

け
た
一
角
に
あ
る
「
い
き
も

の
村
」
に
、
十
数
人
の
男
女

が
集
ま
っ
て
い
た
。
生
物
多

様
性
の
復
元
と
持
続
的
な
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
０４
年
か

ら
進
め
て
い
る
「
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
拠
点
の
一

つ
。
一
行
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
共
鳴
し
、
毎
月
第
１
週
末

の
「
赤
谷
の
日
」
を
中
心
に

活
動
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
。

多
彩
な
活
動
で

自
然
の
復
元
へ

今
回
も
数
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
２
日
間
、
ホ
ン
ド
テ
ン

の
糞
を
集
め
て
食
事
内
容
や

行
動
調
査
、
雪
上
に
残
る
ノ

ウ
サ
ギ
や
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
の
足

跡
、
食
痕
の
追
跡

調
査
な
ど
に
熱
中

し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
地
域
住
民
で

組
織
す
る
「
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地

域
協
議
会
」
、
財

団
法
人
日
本
自
然

保
護
協
会
、
林
野

庁
関
東
森
林
管
理

局
の
３
者
協
働
事

業
で
あ
る
。

絶
滅
が
心
配
さ

れ
る
イ
ヌ
ワ
シ
や

ク
マ
タ
カ
の
生
息

す
る
森
を
保
全

し
、
高
度
成
長
期

に
広
が
っ
た
人
工

林
を
自
然
林
に
修

復
、
ダ
ム
で
分
断

さ
れ
た
渓
流
環
境
を
再
生

し
、
野
生
動
物
と
森
の
最
新

の
研
究
成
果
を
環
境
教
育
に

も
役
立
て
、
旧
三
国
街
道
の

伝
統
を
生
か
し
た
森
林
活
用

と
地
域
振
興
を
試
み
る
、
な

ど
多
彩
な
活
動
を
続
け
る
。

昨
秋
に
は
、
本
来
の
渓
流

環
境
を
再
生
さ
せ
る
た
め
治

山
ダ
ム
中
央
部
を
撤
去
し
、

分
断
さ
れ
た
川
の
流
れ
を
復

元
す
る
全
国
初
の
工
事
も
行

わ
れ
た
。

「
行
政
や
地
域
と
共
に
、

生
物
多
様
性
の
保
全
か
ら
地

域
振
興
策
ま
で
総
合
的
に
取

り
組
む
の
は
前
例
が
な
く
、

試
行
錯
誤
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
知
恵
や
力
を
結
集

し
、
希
薄
に
な
っ
て
い
る
森

の
恵
み
と
人
の
関
わ
り
を
活

発
に
し
、
自
然
に
も
社
会
に

も
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
」

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
世
話

役
を
務
め
た
日
本
自
然
保
護

協
会
の
藤
田
卓
さ
ん
（
３７
）

は
、
意
欲
を
燃
や
し
て
い

た
。赤

谷
の
森
で
は
９０
年
代
初

め
、
赤
谷
川
上
流
域
の
国
有

林
に
ダ
ム
や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
開
発
計
画
が
持
ち
上
が

り
、
地
域
住
民
と
自
然
保
護

協
会
が
反
対
運
動
を
繰
り
広

げ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
両
計
画

が
中
止
さ
れ
、
守
ら
れ
た
森

と
地
域
を
ど
う
生
か
す
か
が

大
き
な
課
題
と
な
り
、
３
者

の
話
し
合
い
に
よ
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域

協
議
会
代
表
幹
事
で
、
秘
境

の
一
軒
宿
で
知
ら
れ
る
川
古

温
泉
浜
屋
旅
館
経
営
者
の
林

泉
さ
ん（
４７
）は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
強
く
期
待
す
る
。

新
潟
側
と
の

連
携
復
活
も

「
当
初
は
協
働
が
実
現
で

き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
豊

か
な
自
然
を
大
切
に
地
域
全

体
で
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
、
息
長
く
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
旧

三
国
街
道
を
再
生
し
、
昔
の

よ
う
に
新
潟
側
と
連
携
す
る

地
域
活
性
化
に
も
挑
戦
中
で

す
」林

野
庁
も
、
自
然
環
境
保

全
な
ど
公
益
的
機
能
を
重
視

し
た
国
有
林
管
理
へ
と
改
革

を
断
行
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開

始
と
同
時
に
同
庁
が
開
設
し

た
「
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
猛
禽
類
調
査

や
植
生
調
査
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
。

田
中
直
哉
所
長
（
４０
）
は

「
生
物
多
様
性
の
復
元
は
一

朝
一
夕
に
は
実
現
で
き
ず
、

百
年
単
位
の
取
り
組
み
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
動

植
物
の
様
々
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
結
果
を
活
用
し
、
多
様
で

豊
か
な
森
づ
く
り
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
し
た
い
」と
語
る
。

常
連
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
人

で
こ
の
日
も
参
加
し
、
輝
い

て
い
た
鈴
木
誠
樹

さ

ん

（
４８
）
。
千
葉
県
君
津
市
に
住

ん
で
い
た
が
、
渓
流
魚
と
沢

登
り
適
地
と
し
て
、
ま
た
、

心
身
共
に
癒
し
て
く
れ
る
猿

ケ
京
温
泉
に
魅
せ
ら
れ
、
通

い
慣
れ
た
赤
谷
川
の
ダ
ム
計

画
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

し
か
し
、
ダ
ム
で
な
く
新

た
な
魅
力
を
創
造
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
を
知
り
、

感
動
し
て
前
橋
市
内
に
移

住
、
真
っ
先
に
サ
ポ
ー
タ
ー

志
願
し
た
。
そ
の
心
意
気
が

伝
わ
る
。

「
魅
力
あ
る
赤
谷
の
森
や

渓
流
で
、
生
物
多
様
性
の
復

元
や
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ

と
は
今
や
、
私
の
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
ま
す
」

群
馬
県
の
北
奥
、
新
潟
県
境
の
谷
川
連
峰
に
連
な
る
三
国
山
地
一
帯
に
、
約
１
万
㌶
の
国
有
林
「
赤

谷
の
森
」
が
広
が
る
。
豊
か
な
自
然
が
残
り
、
首
都
圏
の
水
が
め
、
利
根
川
源
流
域
で
も
あ
る
広
大
な

森
を
舞
台
に
今
、
ユ
ニ
ー
ク
で
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
新
政
権
も
期
待
す
る「
新

し
い
公
共
」
の
、
先
進
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
紹
介
す
る
。

社
団
法
人
日
本
自
動
車
工

業
会
が
隔
年
で
実
施
し
て
い

る
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
軽

自
動
車
で
は
女
性
と
高
齢
者

が
主
役
で
あ
り
、
地
方
都
市

を
中
心
に
日
常
生
活
の
足
と

し
て
愛
用
さ
れ
て
い
る
現
状

が
確
認
で
き
る
。

軽
自
動
車
は
、
ま
だ
本
格

的
な
自
動
車
時
代
が
到
来
す

る
前
の
１
９
４
９
年
、
よ
り

多
く
の
人
々
が
ク
ル
マ
を
楽

し
め
る
よ
う
に
と
出
来
た
わ

が
国
独
自
の
規
格
。
時
代
と

と
も
に
様
々
な
変
遷
を
た
ど

っ
て
き
た
が
、
９８
年
の
改
訂

以
来
、
軽
４
輪
は
全
長
３
・

４０
㍍
、
全
幅
１
・
４８
㍍
、
排

気
量
６
６
０
�
と
、
ス
ケ
ー

ル
、
パ
ワ
ー
と
も
に
一
段
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。

価
格
や
大
き
さ
な
ど
様
々

な
手
ご
ろ
感
に
加
え
、
近
年

は
特
に
地
球
温
暖
化
問
題
の

関
連
で
燃
費
の
よ
さ
が
評
価

さ
れ
、
経
済
危
機
で
車
離
れ

が
進
む
中
で
も
新
た
な
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
い
る
。

社
団
法
人
全
国
軽
自
動
車

協
会
連
合
会
の
調
べ
に
よ
る

と
、
全
国
の
自
動
車
保
有
台

数
は
０９
年
度
末
で
７
５
２
９

万
台
に
達
し
て
い
る
が
、
軽

自
動
車
は
約
３
分
の
１
の
２

６
１
７
万
台
を
占
め
て
い

る
。自

工
会
の
実
態
調
査
は
０９

年
６
月
、
自
家
用
軽
自
動
車

保
有
世
帯
、
事
業
所
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
回
答
約
３
０

０
０
サ
ン
プ
ル
を
調
べ
た
。

目
立
っ
た
傾
向
を
見
る

と
、
軽
乗
用
車
系
（
乗
用
に

も
利
用
で
き
る
貨
物
系
の
ボ

ン
バ
ン
を
含
む
）
の
主
な
ユ

ー
ザ
ー
の
約
３
分
の
２
は
女

性
で
、
そ
の
大
半
は
既
婚
者

だ
っ
た
。

女
性
の
就
業
率
は
６７
％

（
う
ち
未
婚
女
性
９２
％
）
。
働

く
既
婚
女
性
は
主
と
し
て
通

勤
に
使
っ
て
お
り
「
ほ
と
ん

ど
毎
日
」が
８
割
近
か
っ
た
。

働
く
既
婚
女
性
は
約
６
割

が
、
軽
自
動
車
が
な
く
な
っ

た
ら
「
非
常
に
困
る
」
と
し

て
お
り
、
理
由
は
「
生
活
費

が
圧
迫
さ
れ
る
」
が
約
６

割
。
中
で
も
、
未
就
学
児
を

持
つ
場
合
の
「
非
常
に
困

る
」
と
い
う
回
答
は
さ
ら
に

高
く
な
っ
て
い
る
。

使
用
者
の
平
均
年
齢
は
３

割
近
く
が
６０
歳
以
上
。
こ
こ

数
年
間
を
み
る
と
ユ
ー
ザ
ー

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

高
齢
ユ
ー
ザ
ー
は
男
性
の
比

率
が
高
い
が
、
や
は
り
「
日

常
の
買
い
物
」
「
病
院
へ
の

通
院
・
送
迎
」
と
い
っ
た
使

い
方
が
多
い
。

人
口
規
模
別
に
見
る
と
、

１０
万
人
未
満
の
市
町
村
が
総

人
口
の
３２
％
な
の
に
、
軽
自

動
車
の
保
有
台
数
は
全
国
の

４５
％
に
達
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
地
域
は
交
通
の

便
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
が
多

く
、
車
が
必
需
品
と
見
ら

れ
、
身
の
周
り
に
狭
い
道
路

が
多
い
せ
い
か
、
軽
自
動
車

が
な
く
な
っ
た
ら「
困
る
」と

の
答
え
が
８
割
を
超
え
た
。

最
近
２
年
間
に
新
車
を
購

入
し
た
ユ
ー
ザ
ー
を
年
代
別

に
見
る
と
、
６５
歳
以
上

で
は
「
普
通
・
小
型
車

か
ら
の
代
替
」
比
率
が

高
い
。
世
帯
年
収
が
若

い
年
代
層
に
比
べ
低
い

こ
と
が
関
係
し
て
い
る

よ
う
で
、
買
い
替
え
意

欲
は
盛
ん
だ
が
、
次
も

軽
自
動
車
と
い
う
意
向

が
強
く
表
れ
て
い
た
。

軽
自
動
車
の
人
気
が
、
依
然
と
し
て
高
い
。
政
府
が
経
済
危
機
対
策
と
し
て
、
エ
コ
カ
ー
減
税
な

ど
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
お
か
げ
も
あ
る
。
小
型
車
に
負
け
な
い
機
能
・
性
能
な
の
に
低
価
格

で
、
諸
税
、
燃
費
な
ど
維
持
費
も
安
く
、
小
回
り
が
利
い
て
狭
い
道
路
で
も
運
転
し
や
す
い
、
な
ど

の
魅
力
が
受
け
て
い
る
に
違
い
な
い
。

田中直哉所長

軽
気人

林 泉さん

持
続
的
な
地
域
づ
く
り
目
指
し

「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

群
馬
県

日常生活の足に

５

藤田 卓さん

自然再生 協働で

ユーザーの約３分の２は女性
高性能 小回り



カ
モ
シ
カ
と
２
シ
ョ
ッ
ト

の
鈴
木
さ
ん


「
赤
谷
の
日
」

に
集
ま
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
（
昨

年
夏
）

炭
焼
き
体
験
の
た
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
窯
づ
く
り

低価格 低燃費

子
ど
も
た
ち
に
森
に
親

し
ん
で
も
ら
う
自
然
観

察
会
も
定
期
的
に
開
か

れ
て
い
る

（社団法人日本自動車工業会）

42010 年（平成 22 年）3 月道 21世紀新聞 Route Press 21st.第 27号

あ

を

に

奈
良
は
「
青
丹
よ
し
」
の

春
本
番
。
平
城
遷
都
１
３
０

０
年
祭
も
復
原
さ
れ
た
大
極

殿
を
中
核
と
す
る
平
城
宮
跡

会
場
が
４
月
２４
日
に
オ
ー
プ

ン
。
祭
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て

き
た
。

奈
良
県
宇
陀
土
木
事
務
所

は
１
３
０
０
年
祭
を
機
に
、

県
東
南
部
の
宇
陀
地
区
へ
の

観
光
客
誘
致
を
促
進
し
よ
う

と
、
道
の
駅
「
針
テ
ラ
ス
」

「
宇
陀
路
大
宇
陀
」
「
宇
陀

路
室
生
」
「
伊
勢
本
街
道
御

杖
」
「
吉
野
路
大
淀
ｉ
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
が
連
携
し
て
情

報
発
信
機
能
を
強
化
。
情
報

コ
ー
ナ
ー
の
展
示
を
春
夏
モ

ー
ド
に
模
様
替
え
す
る
な

ど
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

名
阪
国
道
・
国
道
２５
号
針

Ｉ
Ｃ
に
隣
接
し
広
い
情
報
コ

ー
ナ
ー
を
持
つ
「
針
テ
ラ

ス
」
は
、
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ

や
地
域
の
代
表
的
観
光
名
所

の
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
を
大
量

に
配
布
す
る
な
ど
力
を
入
れ

て
い
る
。

４
０
０
台
分
の
広
い
駐
車

場
と
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
が

あ
り
、
利
用
者
も
多
い
た
め

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
価

値
は
高
い
。
宇
陀
路
エ
リ
ア

の
観
光
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
に

は
、
近
隣
の
温
泉
入
浴
や
社

寺
の
入
山
料
な
ど
割
引
ク
ー

ポ
ン
も
付
け
、
道
の
駅
来
訪

者
の
情
報
利
用
の
実
態
を
掴

む
工
夫
も
し
て
人
気
を
得
て

い
る
。

国
交
省
も
、
現
行
の
Ｖ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
進
化
さ
せ

た
次
世
代
の
ス
ポ
ッ
ト
通
信

サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
の

将
来
展
開
に
向
け
た
実
証
実

験
を
「
針
テ
ラ
ス
」
で
実
施

す
る
。

「
宇
陀
路
大

宇
陀
」
も
県
が

情
報
コ
ー
ナ
ー

を
改
修
、
宇
陀

市
が
足
湯
の
施

設
も
作
っ
た
。

「
吉
野
路
大
淀

ｉ
セ
ン
タ
ー
」

は
木
工
の
町
に

ふ
さ
わ
し
く
、

展
示
コ
ー
ナ
ー

の
ラ
ッ
ク
類
を

木
工
で
統
一
す

る
な
ど
、
各
道

の
駅
で
情
報
発
信
の
充
実
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

県
宇
陀
土
木
事
務
所
の
八

田
護
さ
ん
は
「
来
訪
者
か
ら

ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
で
予
定
外

の
ド
ラ
イ
ブ
が
出
来
た
な
ど

反
響
も
あ
り
、
呼
び
込
み
効

果
も
出
て
き
た
。
１
３
０
０

年
祭
の
年
で
も
あ
り
、
多
く

の
観
光
客
が
来
訪
さ
れ
る
機

会
に
、
宇
陀
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
仕
掛
け
を
市
や
村
と
と
も

に
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。宇

陀
市
商
工
観
光
課
主
幹

の
福
田
和
弥
さ
ん
も
「
季
節

の
旬
な
情
報
を
発
信
し
、
是

非
宇
陀
地
区
へ
行
っ
て
み
た

い
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
を

続
け
た
い
。
観
光
客
に
は
も

て
な
し
の
心
で
『
ま
た
訪
れ

た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
雰
囲
気
作
り
に
努
力
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

や
ん
ち
ゃ
で
、
ピ
ア
ノ
を
習

っ
て
い
る
間
も
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
子
ど
も
で
し
た
。
あ

る
日
テ
レ
ビ
で
木
琴
を
弾
く
お

じ
さ
ん
を
見
た
ん
で
す
ね
。
右

に
行
っ
た
り
左
に
行
っ
た
り
、

鍵
盤
の
端
か
ら
端
ま
で
飛
び
跳

ね
て
演
奏
し
て
い
る
。
こ
れ
は

楽
し
そ
う
だ
、
こ
の
楽
器
を
や

り
た
い
。
か
っ
こ
良
か
っ
た
お

じ
さ
ん
（
第
一
人
者
の
故
平
岡

養
一
さ
ん
）
へ
の
あ
こ
が
れ
が

僕
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。マ

リ
ン
バ
が
現
在
の
よ
う
に

洗
練
さ
れ
た
の

は
２０
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
。
歴

史
が
浅
い
の
で
、
マ
リ
ン
バ
の

た
め
に
書
か
れ
た
曲
は
す
べ
て

現
代
音
楽
で
す
。
こ
れ
が
「
つ

ま
ら
な
い
」
「
難
解
で
頭
が
痛

く
な
る
」
と
一
般
の
人
に
は
評

判
が
良
く
な
い
。
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
楽
し
い
舞
台
を
追
求
す
る

う
ち
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ワ

ル
ツ
や
マ
ー
チ
を
編
曲
し
た

り
、
自
分
で
作
曲
し
て
弾
く
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
た
め
に
書
い
て
い
る

か
ら
、
僕
の
曲
は
演
奏
し
や
す

い
の
に
あ
た
か
も
技
巧
を
駆
使

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。
奏
者
で
は
な
い
作
曲
家
の

作
品
が
、
弾
き
に
く
く
て
難
し

い
の
に
聴
衆
の
目
に
は
た
や
す

く
演
奏
し
て
い
る
よ
う
に
映
る

の
と
反
対
で
す
。
音
楽
性
は
別

と
し
て
、
僕
の
作
品
は
弾
い
て

楽
し
い
と
音
大
生
に
も
人
気
が

あ
る
ん
で
す
よ
。

音
楽
鑑
賞
会
で
学
校
を
回
る

と
「
生
徒
が
１
時
間
集
中
で
き

る
か
…
」
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

序
奏
が
あ
っ
て
展
開
が
あ
っ

て
、
語
り
か
け
か
ら
次
第
に
ノ

リ
の
良
い
曲
に
な
っ
て
、
最
後

は
み
ん
な
手
拍
子
に
な
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る

か
ら
大
丈
夫
。
あ
る
高
校
で
、

ず
っ
と
寝
そ
べ
っ
て
野
次
っ
て

い
た
金
髪
少
年
た
ち
が
終
演
後

「
感
動
し
ま
し
た
」
と
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
僕

に
と
っ
て
は
勲
章
で
す
よ
ね
。

自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
企
画
を
立
て
、
世
に
評
価
を

問
う
の
が
プ
ロ
。
絵
画
と
音
楽

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
銘
打

ち
、
僕
が
曲
想
を
得
た
絵
画
を

ス
ク
リ
ー
ン
に
上
映
し
な
が
ら

演
奏
す
る
音
楽
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

感
性
に
ふ
れ
る
絵
と
出
合
う

と
、
僕
に
は
音
が
聞
こ
え
て
来

ま
す
。
大
体
抽
象
画
で
す
が
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
か
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
ほ
ん
の
数
秒
の
こ
と
も
あ
れ

ば
、
８
小
節
ぐ
ら
い
の
ワ
ン
フ

レ
ー
ズ
が
聞
こ
え
る
こ
と
も
。

僕
の
好
き
嫌
い
と
は

関
係
な
い
で
す
ね
。

画
家
が
そ
の
絵
に
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
僕
の
ア
ン

テ
ナ
に
同
調
し
た
と
き
、
と
い

え
る
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
画
家

の
作
な
ら
す
べ
て
聞
こ
え
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

画
廊
を
練
り
歩
き
、
作
品
か

ら
音
が
聞
こ
え
る
と
作
者
に
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
せ
ん
か

と
呼
び
か
け
ま
す
。
絵
と
音
楽

が
引
き
立
て
合
う
演
奏
会
な
ん

て
ほ
か
に
な
い
で
す
よ
ね
。
音

楽
っ
て
楽
し
い
で
す
ね
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
自
作
自
演
の
企
画

で
、
こ
れ
か
ら
も
マ
リ
ン
バ
の

魅
力
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

吉
野
路
大
淀
ｉ
セ
ン
タ
ー
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

奈
良
・
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭

宇陀地区
道 の 駅

情
報
充
実
で
観
光
客
誘
致
へ

私の道

広
め
た
い�
感
動
絵
画
�と
の
コ
ラ
ボ

よ
し
お
か
・
た
か
よ
し

１
９
５
５
年
東
京
生
ま
れ
。
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。
米
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
音
楽
院
留
学
。
７
歳
か
ら
マ
リ
ン
バ
、
１０
歳
か
ら
作
曲
を
学
ぶ
。
自
作
の
ほ
か
、
童
謡
や

映
画
音
楽
を
編
曲
し
た
Ｃ
Ｄ
を
発
表
す
る
な
ど
マ
リ
ン
バ
の
フ
ァ
ン
拡
大
に
努
め
る
。
海
外
の
音
楽
祭

出
演
も
多
く
、
今
年
は
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
で
演
奏
を
予
定
。
８０
年
国
際
打
楽
器
芸
術
協
会
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）

国
際
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。
９７
年
に
は
主
宰
す
る
五
重
奏
団
が
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
た
。

マ
リ
ン
バ
奏
者
・
作
曲
家

吉
岡

孝
悦
さ
ん
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日
本
列
島
は
南
北
２
０
０

０
㌔
、
東
西
２
０
０
０
㌔
に

及
ぶ
細
長
い
形
状
（
幅
は
最

大
で
２
５
０
㌔
程
度
）
で
、

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
が
円
形

に
近
い
の
と
比
べ
、
い
か
に

も
特
異
な
形
で
あ
る
。
こ
れ

は
例
え
ば
、
地
域
と
地
域
を

結
び
互
い
に
連
携
し
よ
う
と

す
る
と
、
長
い
道
路
や
鉄
道

が
必
要
に
な
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

網
が
発
達
し
た
時
代
で
、
情

報
は
一
瞬
に
し
て
広
い
範
囲

に
伝
わ
っ
て
い
く
。
も
う
物

理
的
な
距
離
な
ど
大
し
た
問

題
で
は
な
い
と
考
え
る
向
き

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

や
は
り
間
違
っ
て
い
る
。
実

際
に
は
、
情
報
が
行
き
交
う

だ
け
で
は
足
り
な
い
こ
と
が

大
半
な
の
だ
。

最
近
、
遠
隔
医
療
の
技
術

が
発
達
し
て
き
た
。
光
フ
ァ

イ
バ
ー
で
精
細
な

画
像
を
や
り
取
り

す
る
こ
と
で
、
遠

い
地
に
い
る
患
者

の
状
態
を
診
断
す

る
。
多
く
の
人
を

助
け
る
可
能
性
の

あ
る
技
術
だ
が
、

最
終
的
に
治
療
と

な
る
と
、
や
は
り

医
師
と
患
者
が
直

接
向
き
合
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

手
術
が
必
要
に
な

れ
ば
、
患
者
は
病

院
と
交
通
で
結
ば
れ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
だ

か
ら
、
人
や
モ
ノ
を
運
ぶ
手

段
が
手
薄
に
な
っ
て

い
い
理
由
は
、
全
く

な
い
。
情
報
が
飛
び

交
う
ス
ピ
ー
ド
と
量

に
合
わ
せ
て
、
交
通

も
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。国

土
の
細
長
い
日

本
は
、
大
変
な
苦
労

を
た
く
さ
ん
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
円

形
に
近
い
国
土
の
フ

ラ
ン
ス
な
ら
、
首
都

の
パ
リ
か
ら
全
方
位

へ
一
斉
に
道
を
伸
ば
し
て
い

け
ば
、
国
の
基
盤
と
な
る
道

路
網
は
出
来
上
が
っ
て
い

く
。
日
本
で
は
そ
う
は
い
か

な
い
。
東
京
と
青
森
や
新

潟
、
山
口
な
ど
を
道
路
で
結

ぶ
の
は
、
か
な
り
の
難
事
業

に
な
っ
て
し
ま
う
。

細
長
い
国
土
に
道
路
を
造

れ
ば
、
ど
う
し
て
も
総
延
長

は
長
く
な
る
。
し
か
も
、
短

く
て
幅
は
狭
い
が
、
急
な
流

れ
の
河
川
が
無
数
に
流
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
ぶ
つ
か
る

た
び
に
橋
を
架
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
山
間
地
で
は
、

く
ね
く
ね
と
迂
回
し
な
が
ら

先
へ
進
む
よ
り
方
法
は
な

い
。
従
っ
て
、
道
路
延
長
は

ど
う
し
て
も
長
く
な
る
。

列
島
中
央
部
に
は
高
い
脊

梁
山
脈
が
連
な
る
。
太
平
洋

側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
道
路

を
造
る
と
な
れ
ば
、
長
い
ト

ン
ネ
ル
が
い
く
つ
も
必
要
に

な
る
。
高
速
道
路
延
長
に
占

め
る
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど

の
道
路
構
造
物
延
長
の
比
率

（
構
造
物
比
率
）
で
み
る

と
、
米
国
の
イ
ン
タ
ー
ス
テ

イ
ト
ハ
イ
ウ
エ
イ
（
７
％
）、

フ
ラ
ン
ス
の
都
市
間
高
速
道

路
（
４
％
）
、
ド
イ
ツ
の
ア
ウ

ト
バ
ー
ン（
１０
％
）に
比
べ
、

日
本
の
高
速
道
路
は
３３
％
と

圧
倒
的
に
大
き
な
数
値
と
な

っ
て
し
ま
う
。
当
然
、
建
設

費
は
余
計
に
か
か
る
。
平
地

ば
か
り
で
直
線
的
に
道
を
敷

設
で
き
る
国
と
は
、
事
情
が

違
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

日
本
で
道
路
網
を
建
設
し

維
持
し
て
い
く
の
は
、
他
の

国
よ
り
ず
っ
と
苦
労
が
多

く
、
お
金
も
か
か
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
も

う
道
路
に
は
手
を
か
け
な
く

て
も
い
い
と
い
う
訳
に
は
い

か
な
い
。
人
口
が
減
少
し
て

い
く
時
代
に
は
、
地
域
ご
と

に
何
も
か
も
フ
ル
セ
ッ
ト
で

用
意
で
き
ず
、
そ
の
た
め
地

域
と
地
域
は
ま
す
ま
す
補
完

関
係
を
強
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

この悠久の歴史、悠久の大自然を持つわが「国土」につ

いて、われわれ日本人はどのような認識を持ち得ている

か、持とうと努力してきたか。先人達によって絶え間なく

続けられてきた国土への働きかけ、その結晶としての豊か

な国土を、われわれは歴史の最先端に立つ責任ある者とし

て、次の世代のために改善し、遺していく責務を果たせて

いるだろうか。

今号から数回、わが国の国土の特徴を紹介する。

「
国
土
」
は
国
家

に
と
っ
て
国
民
と
い

う
人
的
資
産
の
存
在

と
と
も
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
概
念
で
あ
り
、
鉱
物
資

源
や
農
作
物
、
水
資
源
、
居
住
、
経
済
活
動
な
ど
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
人
間
活
動
に
必
要
不
可
欠
な
資
源
や
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
空
間
で
あ
る
。
国
民
と
国
土
の
ど
ち
ら
が

欠
け
て
も
、
国
家
と
し
て
は
認
識
さ
れ
な
い
し
、
条
約
で

領
有
権
が
凍
結
さ
れ
た
南
極
大
陸
を
除
け
ば
、
地
球
上
で

ど
の
国
の
領
土
で
も
な
い
地
域
は
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
。
こ

の
国
土
や
そ
の
境
界
線
で
あ
る
国
境
を
巡
っ
て
、
歴
史
的

に
紛
争
が
絶
え
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

キリンビール株式会社は、ノンアルコールビール「キ

リンフリー」の発売などで飲酒運転根絶に力を入れて

いる。０９年９月には「ハンドルキーパー運動」への支

援を宣言。春の全国交通安全運動（４月６日～１５日）

に合わせ、「キリンフリー」ハンドルキーパーびん（小

びん、中びんの２種）を３月下旬までの期間限定で発

売した。今後も、商品を通じ社会貢献の一翼を担う。

ハンドルキーパー運動とは、仲間（グループ）と飲

食店などに自動車で行く際に、ハンドルキーパー（酒

を飲まない運転者）を決め、その人の運転で仲間を自

宅に送り飲酒運転事故を防止する運動で、全日本交通

安全協会が実施。同協会と日本フードサービス協会、

日本自動車連盟（ＪＡＦ）は、飲酒運転根絶に向けて

運動を推進している。

福
島
県
・
白
河
か
ら
西
にか

伸
び
る
国
道
２
８
９
号
に
甲

し子
道
路
と
呼
ば
れ
る
道
が
あ

る
。
開
通
か
ら
１
年
が
経
っ

た
。
本
年
１
月
、
甲
子
道
路

の
積
算
通
行
量
は
大
台
の
１

０
０
万
台
を
超
え
、
当
初
予

想
よ
り
大
幅
に
上
回
る
好
調

ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
休
息

地
点
と
な
る
道
の
駅
「
し
も

ご
う
」
も
、
休
日
と
な
れ
ば

賑
わ
い
を
み
せ
る
。
不
要
な

道
路
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
道

も
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン

ク
」
の
解
消
に
よ
っ
て
、
特

に
会
津
の
観
光
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
と
い
う
。

開
通
前
は
行

く
手
を
険
路
が

阻
ん
で
い
た
。

暫
定
措
置
と
し

て
登
山
道
が
国

道
区
間
に
指
定

さ
れ
て
い
た
た

め
、
国
道
な
の

に
酷
い
道
（
酷

道
）
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。

青
森
・
龍
飛
崎

に
あ
る
階
段
国

道
と
同
じ
く
、

ど
こ
か
憎
め
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
道
で
も
あ
っ

た
。そ

の
酷
道
時
代
は
、
秘
湯

の
湯
で
知
ら
れ
る
甲
子
温
泉

「
大
黒
屋
」
の
敷
地
を
通
っ

て
い
た
。
古
く
か
ら
あ
る
湯

治
場
で
、
か
つ
て
白
河
藩
主

で
若
き
日
の
松
平
定
信
が
愛

し
た
温
泉
郷
で
も
あ
る
。
離

れ
の
「
勝
花
亭
」
は
、
定
信

が
投
宿
し
た
別
邸
だ
。

定
信
は
後
の
「
寛
政
の
改

革
」
で
の
登
壇
に
よ
っ
て
一

躍
、
時
の
人
と
な
っ
た
人

物
。
約
２
０
０
年
前
の
１
７

８
７
年
の
こ
と
だ
。
政
策

は
、
専
ら
先
代
・
田
沼
意
次

の
「
失
政
」
の
裏
返
し
と
な

る
緊
縮
財
政
と
重
農
主
義
を

主
軸
と
し
た
。

農
村
部
の
疲
弊
か
ら
く
る

江
戸
へ
の
人
口
流
入
を
抑
え

る
た
め
の
帰
農
政
策
。
旗
本

の
借
金
棒
引
き
（
債
権
放

棄
）
の
た
め
の
棄
捐
令
。
農

村
部
で
は
馬
の
子
は
喜
べ
て

も
わ
が
子
の
誕
生
は
悦
べ
な

い
状
況
で
、
堕
胎
、
間
引
き

が
慣
習
化
し
て
い
た
が
、
そ

の
打
開
策
と
し
て
の
出
産
奨

励
手
当
。
現
代
の
日
本
が
直

面
す
る
課
題
と
酷
似
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
よ
く
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
。

社
会
資
本
に
つ
い
て
も
、

今
で
い
う
管
理
・
維
持
費
用

ま
で
緊
縮
し
た
た
め
、
イ
ン

フ
ラ
の
崩
壊
と
荒
廃
が
進
ん

だ
。
物
流
も
次
第
に
停
滞

し
、
資
本
の
循
環
を
悪
く
し

た
。
結
果
と
し
て
財
政
収
支

を
よ
り
悪
化
さ
せ
、
６０
年
後

の
開
国
政
策
、
徳
川
幕
府
の

終
焉
に
は
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の

よ
う
に
効
い
た
と
さ
れ
る
。

日
本
の
自
然
は
、
人
が
思

う
以
上
に
獰
猛
で
再
生
力
が

あ
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
怠
れ
ば
、

今
の
国
道
が
再
び

酷
道
に
戻
る
こ
と

も
あ
っ
と
い
う
間

の
こ
と
だ
。
費
用

対
効
果
。
こ
の
道

路
も
、
も
ち
ろ
ん

建
設
費
は
か
か
っ

て
い
る
。
ま
だ
費

用
対
効
果
が
確
定

で
き
る
ほ
ど
時
間

は
経
っ
て
い
な
い

が
、
ま
ず
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
で
ス
タ
ー

ト
し
た
と
見
て
も
良
さ
そ
う

だ
。か

つ
て
観
楓
の
た
め
に
甲

子
温
泉
を
訪
れ
た
松
平
定
信

の
通
い
路
は
、
甲
子
道
路
の

開
通
に
よ
っ
て
、
観
光
の

道
、
産
業
の
道
、
生
活
の
道

と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
今

後
も
大
切
に
維
持
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
願
う
。

（
国
道
愛
好
家
・
松
波
成

行
）

甲子道路

か
つ
て
の〝
酷
道
〟解
消

わ
が
国
、

国
土
の
す
が
た

列島保全
への課題

自
然
と
の
共
存
が
カ
ギ

道
路
網
建
設

苦
労
乗
り
越
え

①細長い国土と脊梁山脈

地域間交流・連携に必須

ハンドルキーパー運動に一役

山
間
地
は
迂
回
、

道
路
総
延
長
長
く

松平定信の別邸「勝花亭」

２００３年当時の R２８９

＜国土形状の比較＞

キ
リ
ン


日
独
の
高
速
道
路
縦
断
比
較


（
東
京
～
新
潟
・
ベ
ル
リ
ン
～
ハ
ン
ブ
ル
ク
）


わ
が
国
の
国
土
の
特
徴

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直
売
所
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

道
の
駅
に
も
大
き
な
直
売
所

を
構
え
る
と
こ
ろ
が
多
く
な

り
、
農
協
の
直
売
所
も
大
型

化
し
て
い
る
。
大
型
化
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
地
域
内
の
農
産

物
で
は
間
に
合
わ
な
い
の

で
、
遠
隔
地
の
提
携
産
地
の

商
品
を
品
揃
え
し
て
い
る
。

果
た
し
て
、
こ
の
直
売
所

ブ
ー
ム
は
い
つ
ま
で
続
く
の

だ
ろ
う
か
。
私
は
消
費
者
が

直
売
所
に
求
め
て
い
る
も
の

に
気
が
つ
い
た
時
に
、
ブ
ー

ム
は
終
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
て
い
る
。

直
売
所
と
は
、
本
来
的
に

は
農
家
の
「
お
裾
分
け
」
の

場
所
だ
っ
た
。
市
場
に
持
っ

て
ゆ
く
に
は
量
的
に
少
な
い

し
、
農
家
で
自
家
消
費
す
る

に
は
量
的
に
多
過
ぎ
る
、
そ

の
中
途
半
端
な
調
整
機
能
と

し
て
存
在
価
値
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
量
販
店
の
大
型

化
や
商
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
反
動
と
し
て
、
地
産
地
消

や
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
が
見

直
さ
れ
、
そ
の
具
現
化
の
場

所
と
し
て
直
売
所
が
注
目
を

集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

ん
な
状
況
の
中
で
直
売
所
に

量
販
店
理
論
が
導
入
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
欠
品
欠
量

対
策
と
し
て
他
の
産
地
か
ら

商
品
を
補
充
し
て
品
揃
え
を

し
て
い
る
が
、
本
末
転
倒
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
は

直
売
所
周
辺
の
農
家
が
多
品

種
少
量
生
産
に
転
換
し
て
品

揃
え
を
し
、
客
は
地
域
の
気

候
風
土
の
結
果
と
し
て
の
農

産
物
に
合
わ
せ
た
食
生
活
を

す
る
、
そ
れ
が
直
売
所
に
求

め
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多

様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
理

事
長
）

年
初
早
々
、
中
米
ハ
イ
チ

を
襲
っ
た
大
地
震
は
、
死
者

２３
万
人
以
上
の
壊
滅
的
被
害

に

な

り

ま

し

た
。
そ
の
記
憶

も
さ
め
や
ら
な

い
２
月
、
南
米

チ
リ
に
大
地
震

と
大
津
波
が
発

生
。
日
本
に
も

一
部
津
波
被
害

が
出
て
、
他
人

事
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
連
続
惨

事
で
し
た
。

救
援
に
駆
け

つ
け
た
日
本
の

自
衛
隊
や
国
連

機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ス

タ

ッ

フ

ら

は
、
口
々
に「
両

国
と
も
道
路
が

各
所
で
寸
断
さ

れ
、
食
料
や
医

薬
品
も
届
け
ら

れ
な
い
」
と
無
念
そ
う
に
語

っ
て
い
た
の
に
は
、
胸
を
痛

め
た
方
が
多
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

日
本
で
も
、
新
潟
県
中
越

地
震
や
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
な
ど
大
き

な
災
害
の
た

び
に
、
道
路

遮
断
に
よ
る

地
域
の
孤
立

続
出
が
課
題

に
な
り
ま
し

た
。
途
上
国

に
比
べ
道
路

整
備
も
復
旧

体
制
も
進
ん

で

い

る

た

め
、�
陸
の
孤

島
�
が
比
較

的
短
期
間
で

解
消
で
き
た

の
は
不
幸
中

の
幸
い
で
し

ょ
う
。
し
か

し
、
決
し
て

油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。

中
央
防
災
会
議
は
、
首
都

圏
直
下
地
震
に
よ
る
家
屋
倒

壊
や
火
災
、
が
け
崩
れ
な
ど

の
死
者
は
約
１
万
３
０
０
０

人
、
被
害
額
は
１
０
６
兆
円

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
う
ち

交
通
寸
断
に
よ
る
影
響
が
約

６
兆
円
に
達
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
圏
に

あ
っ
て
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の

影
響
を
受
け
、
国
土
の
７
割

が
山
地
の
日
本
は
、
歴
史
的

に
も
古
来
、
災
害
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
日
の

整
っ
た
社
会
資
本
は
、
先
人

た
ち
が
苦
し
い
と
き
も
営
々

と
国
土
に
働
き
か
け
て
築
い

た
成
果
な
の
で
す
。

そ
れ
で
も
現
在
、
全
国
で

５０
万
カ
所
以
上
の
日
常
的
な

土
砂
災
害
危
険
区
域
を
解
消

で
き
ず
に
い
ま
す
。
高
度
成

長
期
に
急
い
で
整
備
さ
れ
た

道
路
や
橋
梁
は
遠
か
ら
ず
老

朽
化
し
、
維
持
管
理
が
大
変

に
な
っ
て
き
ま
す
。

日
本
道
路
建
設
業
協
会

は
、
敗
戦
直
後
の
１
９
４
５

年
に
発
足
し
、
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
を
目
指
し
懸
命
に

奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
の
再
出
発
か
ら
長
い

間
、
雨
が
降
れ
ば
幹
線
道
路

で
も
車
が
各
所
で
ぬ
か
る
み

に
は
ま
り
込
ん
で
い
た
光
景

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。道

路
は
今
や
十

分
だ
と
し
て
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
」
と
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
人

々
の
安
全
と
快
適

な
暮
ら
し
を
支
え

る
に
は
、
基
盤
整

備
も
大
切
で
あ
る

こ
と
を
、
強
く
訴

え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

新たに登録された道の駅 全国の道の駅が９３６に
供用
予定

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．７

Ｈ２２．７

Ｈ２２．３

Ｈ２２．３

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．４

Ｈ２２．３

特色【主要施設など】

当該道の駅は、みちのく宮城の小京都「蔵の町村田」と呼ばれる豪勢な蔵が建ち並ぶ村田
町中心部に位置し、東北自動車道の村田インターチェンジに近接しています。村田町のイ
メージにあった蔵風の外観で、農産物をはじめ地場産品の展示販売を行っています。

当該道の駅は、福島県中南地方といわき地方を結ぶ幹線道路沿いの中間地点、古殿町中心
市街部から西方約２km の田園風景が広がる地帯に位置します。生産物直売所である「おふ
くろの駅」では地元特産品の販売や地域観光の PR 等、良好な立地条件を活かした休憩や
情報発信及び地域連携等の地域拠点としての活用を図ります。

当該道の駅は、秋田市中心街に近い国道７号と県道５６号の交差する交通の要衝に位置して
おり、秋田市街地から男鹿半島方面への観光の玄関口になっています。日本海に面する秋
田市ポートタワーでは、地上１００m、３６０度の大パノラマが楽しめる他、交通・地域情報の拠
点としての活用が期待できます。

当該道の駅は、秋田県の東北部、大館市と十和田八幡平国立公園を結ぶ主要地方道大館十
和田湖線・通称樹海ラインの沿線にあり、観光地としてにぎわう十和田湖への中継地点に
位置しています。近隣には、日本の滝百選のひとつに数えられる「七滝」があり、この滝を
中心として緑地広場が整備され、絶好の景勝スポットとなっています

当該の駅は、香取市佐原の国道３５６号沿いに位置し、国の重要伝統的建造物群保存地区に
選定された古い町並みが残る、市街地中心部への入り口にあります。市街を貫流する小野
川の河口と水郷筑波国定公園に指定された雄大な風景を有する利根川の水辺空間にも隣
接しており、利根川周辺の観光の拠点としてご利用いただけます。

当該道の駅は、坂東太郎として親しまれている利根川の清流と裾野が長く美しい赤城山
を望める場所に位置しています。隣接したゴルフ場・サイクリングロードで汗を流した後
は、温泉でリフレッシュ出来るのが特徴です。

当該道の駅は、小松市の市街地から東南に約５Km に位置し、小松空港、高速道路（北陸自動
車道）小松 IC にも近く、石川県内でも有数の交通量を有する国道８号蓮代寺 IC と接して
います。また、豊かな自然が残る木場潟、近くには一級河川梯川があり、自然環境に恵まれ
ています。

当該道の駅は、能登半島の最先端に位置し、近隣に禄剛崎灯台があり、そこからは、朝日も
夕日も海から昇り、海に沈むのが見える観光スポットでもあります。また、交流施設狼煙
では、昭和４０年頃まで盛んに生産されていた大浜大豆を復活させ、豆腐の加工販売や豆腐
づくり体験等の体験コーナーを設けた施設があります。

当該道の駅は、旧のと鉄道の跡地に位置しており、将来バスターミナルとして、珠洲市の
玄関口として位置づけられています。交通結節点の役割とともに、訪れた観光客に珠洲市
内の農林漁業体験などの様々な体験観光の情報発信を行う施設です。

当該道の駅は、紀伊半島を半周する国道４２号に位置しており、この良質な温泉を源泉かけ
流しで堪能できる公衆浴場と足湯を備え、建物は地場木材である紀州材にて整備しまし
た。また、当駅は、公衆浴場と足湯以外にも椿温泉観光総合案内や地域特産品の販売も行
い、地域住民と来訪者が共に集い交流できる施設です。

当該道の駅は、京都と若狭を結ぶ「周山街道」（国道１６２号）と国道４７７号が交差する京北地
域の中心地に位置し、大都市の近郊にありながら、北山杉をはじめとする優良な木材を生
産する森林と、鮎つりのメッカでもある上桂川の清流など、豊かな自然環境に恵まれてい
ます。地元で採れた新鮮野菜や「納豆もち」などの地域特産品を販売しています

当該道の駅は、世界遺産石見銀山遺跡への来訪客の東の玄関口として、大田市内では最も
交通量の多い国道９号に隣接しており、東西に長い島根の県央の交通要所と位置付けられ
ています。地域の食材を使ったメニューを積極的に提供し、地産地消の推進、利用者との
交流機能を持ち合わせています。

当該道の駅は、東の道の駅キララ多伎から約４８km、西側のゆうひパーク浜田から約３１km
離れた中間点に位置し、東に石見銀山、西にしまね海洋館アクアスと人気スポットにはさ
まれ、ロングランの山陰観光のドライバーが休憩するのに好適な場所です。海・山・川のバ
ラエティに富んだ物産が「なつかしの国、石見」を体感できるスポットとなっています。

H２２．４当該道の駅は、陰陽の主要国道２号と国道９号を結ぶ国道１８７号の中間に位置し、また
中国自動車道六日市 I.C に近く、津和野をはじめ益田、石見銀山等への情報発信拠点に適
した場所です。鮎の生息する一級河川高津川に隣接し、新鮮で旬な農産物や加工品などの
地域食材を販売し、温泉交流施設では温泉につかり休憩を取ることができます。

当該道の駅は、萩市街から約５km の一般国道１９１号「萩・三隅道路」の明石パーキングエリ
ア内に位置し、日本海を望む風光明媚な景色を有する。道の駅の核となる地域資源活用交
流施設は、地元農林水産物の直売及び加工施設、地元食材の供給施設（レストラン）、情報
コーナーで構成されています。

当該道の駅は、国道４４２号沿線で、筑後平野のほぼ中央に位置する大木町横溝地区は、米・
麦などを中心とした水田地帯で農業生産が盛んな地域に位置しています。道路利用者や
近隣地への観光客に対し情報提供機能や農産品直売施設を設置、休憩しながら、のどかな
田園風景を楽しめる場所となっています。

当該道の駅は、九州を南北に縦断する国道３号、東西に横断する国道２１８号が交差し、九州
自動車道松橋インターチェンジが隣接している交通の要衝に位置し、多くの道路利用者
の休憩場所または道路情報等の提供による利便性向上と、多様なサービスを提供します。

当該道の駅は、大分・熊本県境に位置し、大野川上流域の高冷地野菜やとうもろこしなど、
農業生産が盛んな地域です。また、中九州横断の大動脈である国道５７号における竹田市及
び大分県の西の玄関口でもあり、くじゅう連山や祖母山も一望できる景観は休憩所とし
ても適地であり、国道５７号利用者の利便性の向上と多様なサービスを提供します。

当該道の駅は、熊本県天草地方と鹿児島県本土を結ぶ国道３８９号の長島町の玄関口「黒之
瀬戸大橋」に隣接する交通の要衝に位置し、日本三大潮流である黒之瀬戸海峡を眼下に見
下ろす絶好の景勝スポットで休憩をとることができます。地元で採れる豊富な魚介類や
農産物などの販売を行うなど、利用者の利便性の向上と多様なサービスを提供します。

駅名 場所 路線名

村田
宮城県柴田郡村田町大字
村田字北塩内４１
◆亘理大河原川崎線

ふるどの
福島県石川郡古殿町大字
田口字平舘２５番地
◆国道３４９号

あきた港
秋田県秋田市土崎港西１
丁目９－１
◆臨港道路１３号線

こさか七滝
秋田県鹿角郡小坂町上向
字藤原３５番地３外
◆大館十和田湖線

みずの郷さわら
千葉県香取市佐原イ３９８１
番地２地先
◆国道３５６号

よしおか温泉
群馬県北群馬郡吉岡町大
字漆原２００４番地
◆町道温泉通線

こまつ木場潟
石川県小松市蓮代寺町ケ
１番地１
◆国道８号

狼煙（のろし）
石川県珠洲市狼煙町テ部
１番地１
◆大谷狼煙飯田線

すずなり
石川県珠洲市野々江町シ
部１５番地
◆蛸島港線

椿はなの湯
和歌山県西牟婁郡白浜町
椿１０５８－１
◆国道４２号

ウッディー京北
京都府京都市右京区京北
周山町上寺田１－１
◆国道１６２号・４７７号

ロード銀山
島根県大田市久手町刺鹿
１９４５番地１
◆国道９号

サンピコごうつ
島根県江津市後地町９９５
－１
◆国道９号

むいかいち温泉
島根県鹿足郡吉賀町有飯
２２５－２
◆六日市錦線

萩・さんさん三見
山口県萩市三見明石
◆国道１９１号

おおき
福岡県三潴郡大木町大字
横溝１３３１番地１
◆国道４４２号

うき
熊本県宇城市松橋町久具
７５７番地３
◆国道３号

すごう
大分県竹田市大字菅生字
塚原９８９番地１
◆国道５７号

黒之瀬戸だんだん市
鹿児島県出水郡長島町山
門野４０９３番地
◆国道３８９号

◆
大
き
な
自
然
災
害
に
備
え
る
◆

直売所〝ブーム〟いつまで
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見直したい「お裾分け」機能

道路の基盤整備が重要

安全で快適な暮らし
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道路を挟んで漁港がある駅レストラン「海鳴り亭」の超

人気メニュー。開店４年半の昨年９月に１０万食を達成し、

行楽シーズンの週末には海鮮丼（１０５０円）を求める人で最

長２時間待ちの行列が出来たこともある。

目の前の海に駅専用のいけすがあり、タイ、カンパチ、

アジ、イカ、ウニなど活きのいい魚介類をたっぷり使い、

値段が割安なことが受けている。海鮮丼ファンの間で「２０

万食目はいつ」の予測も話題になっている。伊勢エビ海鮮

丼」（３９８０円）、アワビ海鮮丼（２２００円）なども人気がある。

（東九州道佐伯ＩＣから県道３７号経由Ｒ３８８）

ご当地丼がグルメの注目を集めているが、

道の駅には地域の特産品を活かした丼、行列

の出来る丼、駅オリジナル丼など「話題の丼」

が数多くある。通年で

食べられる話題の丼１５

選を特集した。

海鮮丼

四四万万十十川川ののアアユユ丼丼

ゴボウ天キノコ丼

ううささぎぎのの三三段段跳跳びび丼丼

はみだし但馬牛

ソースカツ丼

大大和和肉肉鶏鶏のの親親子子丼丼

献上丼

白白エエビビかかきき揚揚げげ丼丼

小見出しは丼名、所在

地、最寄りの道の駅、駅の

電話番号、文末のカッコ内

は高速道路ＩＣから道の駅

への主なルート。

レストラン「おさかなダイニングぎんりん亭」はいけす

を備えた本格活魚料理の店。

人気メニューはその名も「うさぎの三段跳び丼」（１２６０

円）。イカ刺しで描いた

波の上にナガイモ、大

根、ニンジンを細工した

ウサギ、イカの沖漬けを

サメ、イクラをガマの穂

に見立てている。

出雲神話の世界を新鮮

具材で描き出したメルヘ

ンチックな丼。女性客に

大人気、品切れになることもある。（中国道作用ＩＣから

Ｒ３７３経由Ｒ９）

駅３階の「まるせん食堂」には地元産の魚介類を使った

料理がいっぱい並んでいるが、超人気が桜えびかき揚げ丼

（８８０円）。週末には行列ができる。

目の前の駿河湾は桜エビの特産地、かき揚げは工夫を凝

らし、お客さんが「すごい迫力」と声をあげるほどの大ぶ

りに仕上げてあり、さくさくカリカリのおいしさ。（東名

高速上り線富士川ＳＡに隣接、富士川身延線）

ラーメン好きが聖地と呼ぶ喜多方で異彩を放っているの

が駅レストラン「ふるさと亭」のラーメン丼（６００円）。

なると、ゆで卵、刻みのり、紅ショウガなどがきれいに

盛りつけられ、見た目はラーメン。具の間から顔を出して

いるのはラーメンスープで炊き込んだご飯。めんの代わり

に地元産コシヒカリが主役を務めている。お持ち帰りもで

きる。（磐越道会津若松ＩＣからＲ１２１）

イワシの名産地・九十九里浜

の真ん中にある駅レストラン

「蓮味」の一番人気はイワシ丼

（６５０円）。

３枚に下ろしたイワシ３切れ

を、てんぷらにして秘伝の甘辛

いたれをかけ、のりやネギが彩

りを添える。遠来の客の多くが

イワシ丼か、イワシフライ定食（７００円）をオーダーする。

（千葉東金道松尾横芝ＩＣから松尾蓮沼線）

さくら丼

桜桜エエビビかかきき揚揚げげ丼丼

イワシ丼

天天然然ナナママズズ丼丼

ラーメン丼

よよくくばばりり丼丼

餅かき揚げ丼

日本海と鳥海山の展望が楽しめる駅のレストラン「日本

海」のよくばり丼（８５０～９５０円）は二つに分かれた特製の

丼に海と山のうまさが盛り込まれている。

海側にはマグロかサケとイクラ、山側にはカツ、てんぷら、

鶏肉の親子が用意されてお

り、組み合わせはお好み次第。

由利地区の道の駅６駅が共

催した今年の「道の駅限定メ

ニュー対決」でもよくばり丼

バージョンアップ版が第３位

になっている。（日本海東北

道本荘ＩＣからＲ７）

川漁師が家庭料理として食べていた素朴な丼、町のアユ

祭りで駅レストラン「であいの里」が提供して話題となり、

役場や駅に「今一度食べたい」の問い合わせが相次いだ。

２年がかりで創作したのが四万十川のアユ丼（１２００円）。

すまし汁と漬物付きで、主役は大きさ２０㌢前後の四万十川

産アユ。炭火で半薫製にし、番茶とだしコンブで甘辛く煮

てある。

冬場は要予約、６月ごろはアユが小さいので値引き料金

となる。（高知道須崎東ＩＣからＲ５６経由Ｒ３８１）

駅レストラン「道の駅」の白エビかき揚げ丼（７３０円）

は駅開業のとき、郷土色豊かなオリジナル丼として作ら

れ、駅限定の丼である。

白エビは〝富山湾の宝石〟ともいわれ、その芳醇な風味

を活かした味になっている。５年前の「真夏の全国Ｂ級グ

ルメ選手権」で人気１位、今年開催の第１回全国どんぶり

選手権で大賞を獲得している。（北陸道小杉ＩＣからＲ８）

同町は但馬牛の原産

地。駅「レストラン」

では但馬牛の一頭買い

で肉のうまみをじっく

り味わってもらってい

る。

はみだし但馬牛ソー

スカツ丼（１３８０円）は

名前の通り超ビッグな

カツが丼からはみだし

ている豪華版。

女性やダイエット中

の人には控えめサイズ

の但馬牛ソースカツ丼

（１０００円）もある。但

馬牛がたっぷり入った

すごまん（３００円）は

肉まんの横綱。（播但道

和田山ＩＣからＲ９）

平城遷都１３００年で沸く奈良で人気を呼んでいるのが駅レ

ストラン「ノースリリィ」の大和肉鶏の親子丼（１２００円）。

手延べクズうどんが付いてこの値段。

ブロイラー肉にはない適度な歯ごたえ、ジューシーな甘

さ、うまみは〝昔の鶏肉の味〟と大評判になっている。（名

阪国道針インターに隣接、Ｒ３６９）

利根川、江戸川、中川に囲まれた同町は淡水魚の宝庫で

昔から好まれていたのがナ

マズ料理。

駅レストラン「華こぶ

し」の名物は天然ナマズ丼

（８５０円）、ひと口カツより

やや大きめのナマズのてん

ぷらがご飯の上に５切れ。

ナス、ニンジン、シイタケ、

ピーマンの野菜天が脇役を務める。

ナマズは淡白な白身魚、上品なたれの風味とマッチした

味になっている。（東北道加須ＩＣから新Ｒ４＝Ｒ４バイ

パス

天竜川に沿うＲ１５３は信州天竜川どんぶり街道と呼ば

れ、名物のソースカツ丼などうわさの丼が多いが、駅レス

トラン「味処みよし」の一押しはさくら丼（９００円）。

長野には独特の〝山国食文化〟があり、奈良・平安の

昔、朝廷の牧場が置かれ、駿馬の生産地だった関係で馬肉

（さくら肉）料理は郷土食のひとつ。

とろとろになるまで煮込んだ馬肉はくせがなく、馬肉入

りコロッケも付いており、女性客にも人気がある。（中央

道駒ヶ根ＩＣから飯島飯田線）

餅米生産量日本一の同市の餅米生産農家グループが運営

している駅。レストラン「風の寄り道」の人気丼は珍しい餅

かき揚げ丼（６５０円）。

切り餅を細長く切り、ゴボウ、ニンジン、カボチャなど

旬の野菜と合わせ、からりと揚げた大ぶりのかき揚げが主

役を務める。

季節により彩りとしてかき揚げのうえにオオバや素焼き

のアスパラガスがのっている。（道央道士別剣淵ＩＣから

Ｒ４０）

同市美東地区の美東ゴボウは平安時代からの歴史を誇

り、肉質の柔らかさと風味、香りの良さが人気で全国各地

から注文の来るブランド品。

駅レストラン「古那」のゴボウ天キノコ丼（７５０円）は

ゴボウの香りが食欲をそそる逸品である。ゴボウ天うど

ん、ゴボウ天そば（各６００円）も人気があり、駅売店には

ゴボウせんべいなどが並んでいる。（中国道美祢または小

郡ＩＣからＲ４３５）

駅の愛称はどんぶり会館、丼もの大好き人間が丼の聖地

と呼んでいる駅。「ドームレストランキャビン」のお品書

きは上から下まで丼ものがびっしり並んでいる。

超人気の献上丼（１０００円）は五目炊き込みご飯のうえに、

煮物や揚げ物が並んでおり、食べたあと美濃焼の丼（三種

類、単品価格５００円前後）をお持ち帰りできる。（中央道土

岐ＩＣから多治見恵那線）
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２
０
０
８
年
公
開
の
映
画

「
釣
り
バ
カ
日
誌
１９
」
の
ス

ク
リ
ー
ン
で
、
き
れ
い
な
海

を
見
た
フ
ァ
ン
も
多
い
だ
ろ

う
。
ロ
ケ
地
は
佐
伯
市
な

ど
豊
後
水
道
で
あ
る
。
そ
の

入
り
江
の
よ
う
な
蒲
江
湾
に

沿
っ
て
走
る
国
道
３
８
８
号

わ
き
に
、
道
の
駅
「
か
ま

え
」
が
あ
る
。
オ
ー
プ
ン

は
０５
年
２
月
。
駅
の
エ
リ
アも

と

に
は
、
日
本
の
渚
百
選
・
元

さ
る猿

海
岸
、
日
本
の
白
砂
青
松

は

と
う

づ

百
選
・
波
当
津
海
岸
な
ど
が

広
が
る
。

波
う
つ
屋
根
に
吸
い
込
ま

れ
る
よ
う
に
駅
の
直
売
所

「
き
ら
り
蒲
江
館
」
に
入
る

と
、
水
産
物
や
農
産
物
が
ズ

ラ
リ
。
ア
ジ
の
開
き
な
ど
の

ひ

お
う
ぎ

が
い

干
物
、
特
産
の
「
緋
扇
貝
」

な
ど
新
鮮
な
魚
介
類
、
す
り

身
（
ア
ジ
や
エ
ソ
の
身
を
す

り
つ
ぶ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
じ

ゃ
こ
天
）
、
地
元
漁
師
考
案

あ
つ

に
な
る
「
ブ
リ
の
熱
め
し
」

（
冷
凍
）
、
そ
れ
に
蒲
江
銘

菓
「
う
ず
巻
き
」
な
ど
が
並

ぶ
。
む
ろ
ん
、
と
れ
と
れ
野

菜
や
イ
チ
ゴ
、
温
州
ミ
カ

ン
、
ポ
ン
カ
ン
な
ど
の
果

樹
、
花
き
類
も
。

レ
ス
ト
ラ
ン
「
海
鳴
り

亭
」
の
評
判
は
上
々
だ
。
ト

ッ
プ
は
新
鮮
な
魚
介
類
を
使

っ
た
「
海
鮮
丼
」
（
１
０
５

０
円
）
。
開
店
か
ら
４
年
半

で
１０
万
食
を
突
破
し
た
チ
ョ

ー
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
、
週
末

や
祭
日
に
は
こ
れ
を
目
指
し

て
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ

ど
。
そ
の
ほ
か
、
「
あ
わ
び

海
鮮
丼
」
「
伊
勢
え
び
海
鮮

丼
」
「
ウ
ニ
重
」
な
ど
も
負

け
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
駅

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
ブ
リ

か
つ
バ
ー
ガ
ー
」
も
好
評
で

あ
る
。

昔
の
蒲
江
地
区
は
小
さ
な

田
舎
町
だ
っ
た
と
い
う
。
道

幅
は
狭
く
、
お
よ
そ
観
光
地

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
遠
か
っ

た
。
「
物
産
館
を
つ
く
ろ

う
」。
地
域
お
こ
し
の
声
が
、

駅
を
運
営
す
る
会
社
の
社
長

に
担
が
れ
た
増
野
浩
一
郎
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
商

工
業
者
ら
か
ら
あ
が
り
、
行

政
や
漁
協
、
農
協
、
森
林
組

合
な
ど
か
ら
出
資
を
つ
の

り
、
株
式
会
社
方
式
で
中
学

校
跡
地
に
建
っ
た
。

駅
が
で
き
て
１
カ
月
後
、

旧
・
蒲
江
町
は
佐
伯
市
な
ど

と
合
併
へ
。
そ
の
効
果
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う

が
、
売
り
上
げ
は
右
肩
上
が

り
。
０７
年
度
ま
で
年
間
の
来

客
数
３０
万
人
前
後
、
売
上
額

は
２
億
５
千
万
円
ほ
ど
だ
っ

た
数
字
は
、
「
お
お
い
た
国

体
」
を
契
機
に
０８
年
６
月
、

東
九
州
自
動
車
道
佐
伯
Ｉ
Ｃ

が
供
用
開
始
さ
れ
て
か
ら
、

市
外
・
県
外
の
車
も
ど
ん
ど

ん
増
え
、
い
ま
や
４
割
は
福

岡
県
な
ど
県
外
客
と
か
。
０８

年
度
約
４５
万
人
、
約
３
億
４

千
万
円
、
０９
年
度
は
５０
万

人
、
約
３
億
６
千
万
円
と
見

込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
押
し

合
い
へ
し
合
い
だ
。
「
も
っ

て
３
カ
月
、
初
め
は
、
よ
う

売
れ
ん
わ
と
さ
え
さ
さ
や
か

れ
ま
し
た
が
、
夢
の
よ
う
な

結
果
に
な
り
ま
し
た
」
と
店

長
の
市
橋
俊
蔵
さ
ん
（
４８
）

は
喜
ぶ
。

従
業
員
は
３９
人
。
地
元
特

産
の
塩
を
使
っ
た
「
塩
ド
ロ

ッ
プ
」
な
ど
の
商
品
を
開

発
、
駅
の
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
、
「
蒲
江
の
フ
ァ
ン
を
増

や
そ
う
」
を
合
言
葉
に
、
地

域
の
核
と
し
て
力
を
つ
け
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
。

東
海
道
新
幹
線
が
東
京
駅
に
入

る
直
前
に
、
線
路
と
ほ
ぼ
同
じ
高

さ
で
並
行
す
る
高
架
道
路
が
見
え

ま
す
。
こ
れ
は
首
都
高
速
会
社
線

と
い
わ
れ
る
自
動
車
専
用
道
路
で

す
が
、
実
は
小
型
自
動
車
専
用
区

間
で
も
あ
り
ま
す
。

高
架
下
の
商
店
街
へ
の
振
動
な

ど
の
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
、

大
型
車
の
走
れ
な
い
小
型
専
用
と

し
、
首
都
高
速
道
路
会
社
が
商
店

街
か
ら
借
用
し
管
理
し
て
い
る
区

間
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
第
２
第

３
の
環
状
道
路
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
Ａ
８６
と
い
う
環

状
道
路
で
は
一
部
区
間
で
環
境
問

題
が
生
じ
た
た
め
、
そ
の
問
題
区

間
を
小
型
車
専
用
ト
ン
ネ
ル
で
通

過
し
、
大
型
車
は
別
路
線
と
す
る

解
決
策
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
環
境
問
題
や
コ
ス

ト
（
小
型
車
専
用
と
す
る
こ
と

で
、
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
を
小
さ
く

で
き
る
し
橋
で
は
荷
重
を
小
さ
く

し
て
、
安
く
設
計
す
る
こ
と
が
で

き
る
）
な
ど
の
利
点
か
ら
、
わ
が

国
で
も
海
外
で
も
小
型
専
用
道
路

路
線
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
区

間
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
０
９
年
８
月
に

韓
国
が
発
表
し
た
小
型
車
専
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
は
桁
外
れ

に
大
規
模
な
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
ソ
ウ
ル
の
地
下
深

度
４０
～
６０
㍍
の
と
こ
ろ
に
総
延
長

１
５
０
㌔
に
も
及
ぶ
小
型
車
専
用

の
路
線
を
建
設
し
て
交
通
を
転
換

さ
せ
、
そ
の
分
地
上
の
多
車
線
道

路
の
車
線
を
削
減
し
て
自
転
車
道

路
に
転
用
し
、
さ
ら
に
空
い
た
空

間
に
植
樹
を
大
規
模
に
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。

首
都
高
速
道
路
の
供
用
延
長
が

約
２
８
０
㌔
で
す
か
ら
、
そ
の
半

分
も
の
規
模
で
ソ
ウ
ル
の
交
通
環

境
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
野
心
的

な
計
画
な
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

地
上
交
通
の
２１
％
が
地
下
に
吸
収

で
き
て
、
地
上
の
走
行
速
度
を
時

速
８
・
４
㌔
ほ
ど
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
そ
う
で
す
。
自
動
車
の

交
通
効
率
を
上
げ
な
が
ら
、
同
時

に
自
転
車
へ
の
誘
導
を
図
り
、
緑

を
増
や
す
こ
と
な
ど
で
Ｃ
Ｏ
２

の

削
減
に
も
寄
与
し
よ
う
と
い
う
の

で
す
。

韓
国
は
直
近
で
は
日
本
よ
り
合

計
特
殊
出
生
率
が
か
な
り
低
く
、

近
い
将
来
わ
が
国
以
上
の
人
口
減

少
に
直
面
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
投
資
を

す
る
の
は
、
韓
国
を
世
界
的
な
経

済
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
魅
力
を
増

し
、
海
外
か
ら
資
金
や
人
材
を
呼

び
込
ん
で
経
済
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
す
る
強
い
意
志
が
あ
る
か
ら

で
す
。

わ
が
国
の
発
想
と
は
か
な
り

異
な
る
元
気
な
世
界
だ
と
感
じ

ま
す
。

高
知
県
の
清
流
・
四
万
十
川
の

本
、
支
流
に
は
数
多
く
の
沈
下
橋

が
あ
り
、
県
や
地
元
市
町
は
４７
橋

を
保
存
対
象
に
し
て
い

る
。

い
っ

と

四
万
十
町
の
「
一
斗

ひ
ょ
う俵

の
沈
下
橋
」
（
幅
２

・
５
㍍
、
長
さ
６０
㍍
）

は
１
９
３
５
（
昭
和

１０
）
年
に
建
設
さ
れ
、

現
存
す
る
近
代
的
な
沈

下
橋
の
中
で
最
も
古

い
。
国
の
登
録
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。夏

の
風
物
詩
は
、
少
年
少
女
た
ち
が

挑
戦
す
る
飛
び
込
み
だ
。
３
～
４
㍍
下

の
川
面
を
目
指
し
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ

る
。
一
斗
俵
の
沈
下
橋
は
飛
び
込
み
の

名
所
で
も
あ
る
。

水
に
沈
む
橋
と
い
う
逆
転
の
発

想
で
生
ま
れ
た
沈
下
橋
は
、
増
水

時
に
流
木
な
ど
が
ひ
っ

か
か
っ
て
壊
さ
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
欄
干
が
な

い
。
県
内
に
は
一
斗
俵

の
ほ
か
に
、
丸
太
を
渡

し
た
だ
け
の
素
朴
な
早

瀬
の
沈
下
橋
（
津
野

町
）
、
映
画
ロ
ケ
で
有

名
な
勝
間
の
沈
下
橋
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る

佐
田
沈
下
橋
（
と
も
に

四
万
十
市
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

の
橋
が
顔
を
そ
ろ
え
る
。

沈
下
橋
は
全
国
各
地
に
あ
り
、
そ
の

せ
ん
す
い

も
ぐ

土
地
に
よ
っ
て
、
潜
水
橋
、
潜
り
橋
、

冠
水
橋
な
ど
の
呼
び
名
が
あ
る
。

⑨

早稲田大学大学院
客員教授

大石久和

一
斗
俵
の
沈
下
橋

最古 水に沈む文化財

韓
国

世
界
見
据
え
る
小
型
専
用
路
線

日豊海岸国定公園は、大分市から宮崎県日向市まで延長１２０

㌔のリアス式海岸。道の駅「かまえ」はそのほぼ中央、大分県

最南端の佐伯市蒲江にある。美しいビーチに、海の幸・山の

幸。ハンドルさばきも、おのずと軽やかになるというものだ。

道
の
駅
「
か
ま
え
」

大
分
県
最
南
端

「
釣
り
バ
カ
」
の
渚

名物・海鮮丼に長蛇の列

にぎわう道の駅「かまえ」

■経営は「かまえ町総合物産サービ

ス」（増野浩一郎社長）■営業時間

＝直売所「きらり蒲江館」（午前９

時～午後６時）、「海鳴り亭」（午前１０

時３０分～午後５時）、年末年始は休

み■駐車＝普通９７台、大型５台、障

害者用３台■佐伯市から国道３８８号

を南へ約４０分■〒８７６-２４０１、大分県

佐伯市蒲江蒲江浦５１０４の１（☎０９７２

・４２・００５０）
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も

お
か

も
て

ぎ

Ｓ
Ｌ
は
真
岡
鉄
道
茂
木
駅

～
下
館
駅
間
を
土
日
祝
日
の

午
後
１
往
復
す
る
。
そ
の
線

路
が
北
側
を
か
す
め
る
よ
う

に
走
る
。
特
に
蒸
気
機
関
車

２
台
が
連
な
る
重
連
運
行
の

と
き
、
桜
・
紅
葉
・
雪
景
色

な
ど
絵
に
な
る
景
色
の
と

き
、
マ
ニ
ア
や
家
族
連
れ
が

カ
メ
ラ
抱
え
て
押
し
か
け
、

線
路
沿
い
に
人
垣
が
で
き

る
。
道
の
駅
で
も
好
事
家
に

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
Ｓ
Ｌ
を
あ

し
ら
っ
た
ス
タ
ン
プ
を
用

意
、
図
案
も
毎
年
変
え
て
い

る
。
国
道
１
２
３
号
を
は
さ

ん
だ
南
側
、
「
Ｓ
Ｌ
公
園
」

と
名
づ
け
た
敷
地
に
は
Ｓ
Ｌ

の
形
を
し
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
を
設
置
し
て
あ
る
。

数
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
う
ち
一
番
人
気
は
季
節
限

定
「
お
と
め
ミ
ル
ク
」
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
３
０
０
円
。
１２

月
～
５
月
に
収
穫
さ
れ
る
茂

木
特
産
の
完
熟
イ
チ
ゴ
「
と

ち
お
と
め
」
を
お
客
の
目
の

前
で
す
り
つ
ぶ
し
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ル
ク
ア
イ
ス
と
混
ぜ

合
わ
せ
て
作
る
。
ハ
ッ
ピ
ー

な
ピ
ン
ク
、
イ
チ
ゴ
の
つ
ぶ

つ
ぶ
の
心
地
よ
い
刺
激
…

…
。
週
末
に
は
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
だ
。

ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
売
り

場
が
一
角
に

入
っ
て
い
る

建
物
が
野
菜

直
売
所
「
ア

グ

リ

ハ

ウ

ス
」
。
そ
こ

は
元
気
の
い

い
、
甘
く
て

お
い
し
い
野

菜
ぞ
ろ
い
と

評
判
だ
。
と

い
う
の
も
、

茂
木
町
の
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
牛
ふ

ん
や
生
ご
み
、
落
ち
葉
な
ど

を
使
い
熟
成
さ
れ
た
ミ
ネ
ラ

み

ど

り

ル
豊
富
な
有
機
質
「
美
土
里

堆
肥
」
を
施
し
育
ら
れ
た
農

産
物
が
運
び
込
ま
れ
る
か
ら

だ
。
茂
木
町
は
ま
た
「
え
ご

ま
」
生
産
量
で
関
東
一
で
あ

る
。
え
ご
ま
の
主
要
成
分
、

ア
ル
フ
ァ
・
リ
ノ
レ
ン
酸
は

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ー
ル
を
減
ら

し
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

と
い
わ
れ
注
目
度
は
増
す
ば

か
り
。
駅
で
は
利
用
者
が
求

め
や
す
い
よ
う
に
７０
㍉
㍑
入

り
小
瓶
（
９
０
０
円
）
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
え
、
成
分

を
抽
出
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
状

に
し
た
サ
プ
リ
（
内
容
量
３６

㌘
２
９
４
０
円
）
も
開
発
し

た
。
「
え
ご
ま
」
関
連
製
品

は
今
や
お
土
産
の
定
番
に
なき

っ
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン「
桔

き
ょ
う梗

」
に
は
新
名
物
「
五
目
わ

っ
ぱ
飯
」
９
０
０
円
。
春
は

タ
ケ
ノ
コ
、
山
菜
、
夏
は
ア

ユ
が
け
、
秋
は
キ
ノ
コ
づ
く

し
と
四
季
折
々
の
旬
な
具
材

が
用
い
ら
れ
、
木
の
香
漂
う

器
と
と
も
に
季
節
を
食
す
る

感
覚
が
う
れ
し
い
。

◆
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
栃
木

県
芳
賀
郡
茂
木
町
大
字
茂
木

１
０
９
０
―
１
▽
営
業
時
間

９
‥
００
～
１９
‥
００
▽
休
館

日
、
Ｇ
Ｗ
な
ど
行
楽
シ
ー
ズ

ン
を
除
く
第
１
、
３
火
曜
日

（
一
部
は
営
業
、
商
工
館
は

無
休
）

☎
０
２
８
５
―
６３

―
５
６
７
１

日
本
最
東
端
の
道
の
駅
「
ス
ワ
ン
４４
ね
む

ろ
」
は
２
０
０
０
年
４
月
１
日
、
根
室
半
島

の
付
け
根
、
釧
路
と
根
室
を
結
ぶ
国
道
４４
号

線
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

建
物
は
近
代
的
で
開
放
的
な
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
に
な
っ
て
い
る
。
ワ
イ
ド
な
窓
外
に
広

が
る
風
蓮
湖
は
日
本
有
数
の
野
鳥
の
宝
庫

で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど

の
鳥
た
ち
と
出
会
え
る
。

そ
の
風
蓮
湖
と
根
室
湾
の
間
に
横
た
わ
る

の
が
長
さ
８
㌔
、
幅
１
・
３
㌔
の
砂
州
で
あ

る
春
国
岱
だ
。

こ
こ
に
は
ハ
マ
ナ
ス
の
大
群
落
や
ア
カ
エ

ゾ
マ
ツ
の
原
生
林
が
茂
り
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な

ど
約
２
５
０
種
類
の
野
鳥
が
生
息
す
る
。
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
ワ

シ
見
た
さ
に
英
国
な
ど
欧
州
の
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
も
や
っ
て
く
る
。

「
こ
の
道
の
駅
の
最
大
の
売
り
は
、
ま
さ

に
手
つ
か
ず
の
自
然
と
の
共
生
が
体
験
で
き

る
�
や
す
ら
ぎ
と
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
�
で
す

ね
。
建
物
の
中
で
は
無
料
の
望
遠
鏡
で
野
鳥

を
観
察
で
き
ま
す
し
、
外
に
出
れ
ば
散
策
路

や
展
望
台
が
整
備
さ
れ
て
い
て
四
季
折
々
の

風
景
に
五
感
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
飛
沢
総
務
課
長
は
話
す
。

３
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
ウ
ニ
漁
」
は
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
春
の
風
物
詩
で
、
６
月

か
ら
１１
月
ま
で
は
ホ
タ
テ
漁
の
漁

期
と
な
る
。
そ
ん
な
北
の
海
で
獲
れ
る
新
鮮

な
魚
介
類
を
食
材
に
し
た
根
室
ら
し
い
メ
ニ

ュ
ー
を
揃
え
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
バ
ー
ド
パ

ル
」
は
、
１
０
０
座
席
を
用
意
し
て
い
る
。

飛
沢
課
長
一
番
の
お
奨
め
は
「
バ
タ
ー
ラ

イ
ス
の
上
に
ト
ン
カ
ツ
を
の
せ
、
ド
ミ
グ
ラ

ス
ソ
ー
ス
を
か
け
た
エ
ス
カ
ロ
ッ
プ
（
８
４

０
円
）
で
す
。
外
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、

き
っ
と
満
足
頂
け
る
と
思
い
ま
す
」

語
源
は
「
肉
の
薄
切
り
」
と
い
う
意
味
の

フ
ラ
ン
ス
語
の
「
エ
ス
カ
ロ
ー
プ
」
。
１
９

６
３
年
ご
ろ
、
根
室
市
内
の
洋
食
店
の
シ
ェ

フ
が
考
案
し
た
根
室
自
慢
の
料
理
で
、
比
較

的
薄
切
り
の
豚
肉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
「
カ
キ
フ
ラ
イ
定
食
」
（
１
２

６
０
円
）
▽
「
カ
キ
の
釜
飯
」（
９
０
０
円
）

も
人
気
だ
と
か
。

根
室
半
島
の
突
端
ま
で
車
を
飛
ば
せ
ば
、

北
海
道
で
最
古
の
灯
台
で
あ
る
納
沙
布
岬
灯

台
に
た
ど
り
着
く
。
す
ぐ
目
の
前
に
は
歯
舞

群
島
の
貝
殻
島
や
水
晶
島
、
国
後
島
な
ど
の

北
方
領
土
が
浮
か
び
、
日
本
で
最
も
早
く
朝

日
が
拝
め
る
。

５
月
～
１０
月
は
無
休
で
、
年
末
年
始
と
１１

月
～
４
月
は
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
が
休
館
日
。
駐
車
場
は
普
通

車
７０
台
、
大
型
車
４
台
、
身
障
者
用
２
台
ま

で
止
め
ら
れ
る
。
２４
時
間
ト
イ
レ
は
再
生
水

を
利
用
し
て
環
境
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

栃
木
県
東
端
に
位

置
し
、
１
９
９
６
年
県
第
１
号
の
道
の

駅
と
し
て
宇
都
宮
と
水
戸
を
結
ぶ
国
道
１
２
３
号

沿
い
に
設
立
さ
れ
、
北
関
東
地
方
の
交
流
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
は
全
国
で
た
だ
一
つ
、
敷
地
内
か
ら
Ｓ
Ｌ
（
蒸
気

機
関
車
）
が
間
近
に
見

ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
知
ら
れ
、
運
行
の
あ

る
週
末
な
ど
大
勢
の
フ
ァ

ン
が
詰
め
か
け
る
。
地

域
と
連
携
し
た
農
産
物

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

も
、
好
評
を
博
し
て

い
る
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
２７
号
は
『
道
の
駅
と

防
災
の
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連
諸
団
体

に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域

活
性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働

き
か
け
ま
す
。
ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結

果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部

に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど

し
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「道の駅と防災」についてのアンケート

今回は新年度に向け、本紙が創刊以来追求してきた「道の駅」と「防災」

について、改めてご意見をお伺いします。

Ｑｌ．現在、「道の駅」は道路利用者や近隣地域に対して下記のような機能

を備えていますが、知っていた項目の番号を全て選んで下さい。

①休憩施設機能（２４時間開場、無料駐車場／トイレ、バリアフリー等）

②道路情報（経路）及び隣接「道の駅」の情報提供

③近隣地域の観光情報提供（周辺の文化や歴史、名物を含む）

④緊急医療情報提供（近隣の医療施設紹介）

⑤災害時の避難及び復旧活動拠点

⑥地域との連携機能（地域活性化活動拠点と地域間の交流促進）

⑦地域の優れた景観を損なうことのないよう十分に配慮して設置

⑧その他利用者の利便に供する情報

Ｑ２．「Ｑｌ」の中であなたが最も重要だと思う機能は何番ですか（１つ

だけ選択）

Ｑ３．「道の駅」が持つべき災害時の避難設備／機能はどれが必要と思い

ますか（重要なもの３つまで）

①備蓄食料／飲料の配給 ②簡易宿泊設備（避難テント）

③被災情報の発信（帰路／避難交通ルート情報）

④帰宅難民車両および運転者受け入れ ⑤応急処置医療品

⑥自家発電設備 ⑦簡易入浴設備

⑧インターネット設備 ⑨その他（ ）

Ｑ４．あなたは罹災を想定して車に常備している防災用品がありますか

（いくつでも）

①飲料／菓子類 ②照明器具（懐中電灯） ③携帯電話用充電器

④道路地図帳 ⑤携帯型トイレ ⑥携帯ガスコンロ

⑦毛布等防寒具 ⑧カーラジオ以外積んでいない ⑨その他（ ）

Ｑ５．本紙はどこで入手されましたか。

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

Ｑ ２： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

Ｑ ３： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨（ ）

Ｑ ５： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

煙
を
吐
き
な
が
ら
走
る
Ｓ
Ｌ
が
間
近
に

話題の道の駅

第２７号『道の駅と防災のアンケート』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

道
の
駅
「
も
て
ぎ
」

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１５３‐００６４ 東京都目黒区下目黒３－５－１６ パームコート１Ｆ

ＮＰＯ法人 人と道研究会 目黒編集制作室 宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝北海道根室市酪陽１番地
�０１５３－２５－３０５５

道の駅 スワン４４ねむろ
飛沢 安満総務課長（５７）

平成２２年５月１５日

手
つ
か
ず
の
自
然
と
共
生

締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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東
洋
大
生
の
大
半
は
首
都

圏
出
身
者
で
、
農
山
漁
村
で

の
生
活
経
験
は
も
と
よ
り
農

林
漁
業
の
知
識
も
少
な
い
。

し
か
も
、
朝
食
も
摂
ら
ず
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
依
存
の
貧
し
い

食
に
甘
ん
じ
て
い
る
学
生
が

少
な
く
な
い
。

「
飽
食
の
時
代
に
お
け
る

食
の
貧
困
」
と
い
う
逆
説
的

な
現
象
を
克
服
す
る
た
め
、

大
学
の
食
堂
ス
ペ
ー
ス
を
活

か
し
、
各
地
の
本
物
の
食
材

を
提
供
す
る
店
舗
が
で
き
な

い
か
。
全
国
各
地
で
「
命
の

糧
」
を
日
々
育
ん
で
い
る
人

々
か
ら
、
本
物
の
食
材
を
送

っ
て
も
ら
い
、
都
心
の
学
生

や
住
民
と
農
山
漁
村
の
輝
く

人
々
を
繋
ぐ
…
…
そ
ん
な
学

食
を
目
指
そ
う
と
い
う
計
画

だ
。キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
結
び
」

「
地
産
学
消
」
「
食
の
バ
ラ

ン
ス
」「
協
働
・
協
発
」「
命

と
心
の
交
流
」
。
こ
れ
ら
の

願
い
を
込
め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
名
を
「
結
（
む
す
び
）」

と
し
た
。

★
２０
年
の
歴
史
の
重
み

緑
豊
か
な
美
し
い
農
山
漁

村
で
の
感
動
的
な
交
流
と
新

た
な
自
分
探
し
を
す
る
個
性

的
な
旅
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
。
日
本
に
こ
の
運
動

が
導
入
さ
れ
て
約
２０
年
、
各

地
で
素
敵
な
出
会
い
と
、
感

動
的
な
心
と
心
の
交
流
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

交
流
活
動
を
通
し
て
、
一

人
一
人
が
輝
き
、
農
山
漁
村

の
暮
ら
し
や
文
化
、
産
業
を

も
っ
と
活
か
す
た
め
に
、
都

市
と
農
山
漁
村
、
学
生
や
地

域
で
暮
ら
す
素
敵
な
人
々
を

立
場
の
違
い
を
超
え
て
繋
げ

る
試
み
が
、
各
地
で
実
践
さ

れ
て
き
た
。

東
洋
大
は
じ
め
首
都
圏
や

地
方
都
市
で
学
ぶ
学
生
た
ち

は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

や
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
デ
ィ
ー

な
ど
を
通
し
て
現
地
で
共
に

汗
を
か
き
、
わ
ず
か
で
も
お

手
伝
い
を
す
る
中
で
、
一
過

性
の
農
村
体
験
で
は
な
い
、

人
間
的
交
流
の
機
会
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
学
生
に
と

っ
て
実
践
力
に
繋
が
る
貴
重

な
経
験
と
な
っ
て
い
る
。
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
学

生
た
ち
の
学
び
の
場
で
も
あ

る
。

★
学
内
に
産
直
定
期
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
実
践
を
通
し
て
培

っ
た
人
間
関
係
を
生
か
し
、

多
方
面
の
人
々
に
相
談
。
助

言
や
協
力
得
て
、
当
面
、
お

結
び
と
野
菜
の
お
弁
当
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

質
を
保
ち
な
が
ら
着
実
に

こ
の
企
画
を
定
着
さ
せ
、
近

い
将
来
、
学
内
で
の
産
直
定

期
市
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ

ル
シ
ェ
」
や
、
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
（
パ
ブ
）
」
の
創

出
を
目
指
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
は

「
学
生
と
農
業
の
力
が
豊
か

な
未
来
を
実
ら
せ
る
。
全
国

の
素
敵
な
農
山
漁
村
に
お
ら

れ
る
、
心
あ
る
方
々
の
真
摯

な
生
産
活
動
の
成
果
を
、
し

っ
か
り
と
次
世
代
に
繋
ぎ
た

い
。
こ
う
し
た
実
践
に
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
。
声
援
と
支

援
を
お
願
し
た
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

「
お
む
す
（
結
）
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ス
タ
ー
ト
｜
｜
。
東
洋
大

学
で
４
月
、
耳
な
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
具
体

化
す
る
。
学
生
た
ち
が
自
ら
企
画
し
、
企
業
化
す
る

も
の
で
、
全
国
の
学
生
食
堂
で
最
初
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
食
堂
運
営
。
い
わ
ば
、
学
生
に
よ
る
新

型
の
学
食
の
起
業
で
あ
る
。

東
洋
大
学
の
学
食
で
ス
タ
ー
ト

「おむすび」プロジェクト
学生と農業の力で未来を

グリーン・ツーリズム進化する
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こ
う
し
た
企
画
と
関
連
し

て
東
洋
大
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
農
水
省
と
連
携
し
て
、

１０
年
度
か
ら
「
日
本
型
ギ
ャ

ッ
プ
イ
ヤ
ー
」
の
社
会
実
験

も
開
始
す
る
。

「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
」
は

英
国
の
大
学
制
度
の
一
つ
の

慣
習
で
、
学
生
が
社
会
的
な

見
聞
を
広
げ
る
よ
う
入
学
前

に
１
年
の
就
学
猶
予
を
与
え

る
も
の
。
異
な
っ
た
環
境
に

身
を
置
き
、
人
生
を
ゆ
っ
く

り
考
え
る
た
め
、
学
生
た
ち

は
制
度
を
利
用
し
て
外
国
へ

旅
行
し
た
り
、
長
期
の
ア
ル

バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
。

今
、
日
本
で
は
心
身
の
疲

れ
や
家
庭
的
な
事
情
か
ら
、

休
学
し
た
り
退
学
す
る
学
生

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
「
日
本
型
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ

ー
」
制
度
の
導
入
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
の
だ
。

★
社
会
貢
献
型
の
教
育

こ
の
社
会
実
験
で
は
、
学

生
生
活
を
一
時
停
止
し
、
全

国
各
地
の
農
山
漁
村
で
地
域

の
人
々
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
い
、
社
会
貢
献
す

る
新
た
な
「
社
会
貢
献
型
教

育
制
度
」
に
向
け
た
展
開
を

試
み
る
。

こ
う
し
た
試
行
を
含
め
、

東
京
と
地
方
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け
、
も

っ
と
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
前
進
さ
せ
た
い
と
関
係

者
は
願
っ
て
い
る
。

若
い
学
生
た
ち
が
本
当
の

「
生
」
を
実
感
で
き
れ
ば
、

各
地
で
輝
く
農
の
営
み
を
体

現
し
て
い
る
人
々
も
も
っ
と

輝
く
。

関
係
者
は
「
命
と
心
の
感

動
の
物
語
を
共
に
作
っ
て
ほ

し
い
。
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ

マ
の
演
出
に
加
わ
り
、
キ
ャ

ス
ト
で
参
画
し
て
ほ
し
い
。

き
っ
と
何
か
が
変
わ
る
。
そ

う
確
信
し
な
が
ら
夢
を
さ
ら

に
膨
ら
ま
せ
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

青
木
辰
司
・
東
洋
大
学
社
会

学
部
長
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
代
表
理

事
）

住
宅
情
報
の
入
手
に
は
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

最
善
の
答
え
を
自
分
た
ち
だ

け
で
探
す
の
は
と
て
も
大

変
。
信
頼
で
き
る
人
に
相
談

し
、
じ
っ
く
り
検
討
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
住
宅
関
係

の
情
報
は
あ
ま
り
に
多
く
、

新
工
法
や
設
備
な
ど
の
専
門

知
識
を
理
解
す
る
に
は
プ
ロ

の
力
も
必
要
に
な
る
か
ら
で

す
。

◆

◆

そ
こ
で
、
お
勧
め
し
た
い

の
が
、
株
式
会
社
日
本
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー
が
東
京
・
中

央
区
の
晴
海
ト
リ
ト
ン
ス
ク

エ
ア
内
に
開
設
し
て
い
る
住

ま
い
づ
く
り
の
情
報
拠
点

「
住
ま
い
づ
く
り
ナ
ビ
セ
ン

タ
ー
」
の
活
用
で
す
。

消
費
者
視
点
で
、
公
正
中

立
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で

紹
介
し
ま
す
。

同
社
は
わ
が
国
の
住
宅
産

業
が
本
格
展
開
し
始
め
た
１

９
６
４
年
、
産
官
学
が
力
を

合
わ
せ
建
築
・
住
宅
の
合
理

化
や
近
代
化
を
目
指
そ
う
と

い
う
目
的
で
、
意
欲
的
な
建

築
関
連
企
業
が
出
資
し
設
立

し
た
組
織
で
す
。

１
６
０
社
以
上
か
ら
の
出

資
と
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
再

開
発
に
地
権
者
と
し
て
参
加

し
得
て
い
る
安
定
収
益
を
基

盤
に
、
設
立
趣
旨
通
り
公
益

的
な
活
動
を
主
に
し
て
き
ま

し
た
。

住
ま
い
づ
く
り
の
サ
ポ
ー

ト
で
も
、
住
み
手
の
さ
ま
ざ

ま
な
基
本
的
疑
問
や
不
安
を

解
消
し
「
環
境
や
社
会
に
も

配
慮
し
た
良
質
で
安
全
な
住

ま
い
を
入
手
し
、
長
く
快
適

な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
」と
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ビ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆

◆

特
に
好
評
な
サ
ー
ビ
ス

が
、
セ
ン
タ
ー
独
自
の
「
住

ま
い
の
計
画
書
づ
く
り
」
で

す
。
建
築
士
と
し
て
の
経
験

が
豊
富
な
専
門
家
と
一
緒

に
、
家
族
ぐ
る
み
で
自
分
た

ち
の
日
常
生
活
を
点
検
し
、

ど
ん
な
住
宅
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
希
望
し
て
い
る
か
、

３
日
間
（
計
５
時
間
）
に
わ

た
っ
て
考
え
語
り
合
い
、
望

ま
し
い
わ
が
家
の
計
画
書
を

つ
く
り
ま
す
。

希
望
す
れ
ば
、
住
宅
メ
ー

カ
ー
や
設
計
事
務
所
を
紹
介

し
、
最
適
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選

ぶ
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
も
ら

え
、
メ
ー
カ
ー
と
の
契
約
時

に
割
引
な
ど
一
定
の
サ
ー
ビ

ス
も
付
与
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
を
考
え
て
い
る
人
た
ち
の
多
く
は
、
近
隣
の
住
宅
展
示
場
を
訪
れ
て
外
観
や
間
取
り
、
設
備
な
ど
を

参
考
に
し
、
そ
の
半
数
前
後
は
展
示
し
て
い
る
住
宅
業
者
と
契
約
す
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
「
熱
心
に
勧

め
ら
れ
て
契
約
し
た
が
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
調
べ
れ
ば
よ
か
っ
た
…
…
」
と
後
悔
す
る
声
も
し
ば
し
ば
聞
か
れ
ま
す
。

［サービス内容］
●住まいのナビゲーション（無料）
●住まいの情報提供（無料）
●住まいの計画書づくり
（１家族５０００円、２家族７０００円）
●住まいのパートナー選び（５０００円）
●住まいのコンサルティング（１時間２０００円）
※３月末までキャンペーン期間中につき全て

無料。
［問い合わせ］ 電話０３・５１６６・８３００ １１時

～１７時（土日祝１８時）水曜定休。
http://sumanavi.info

資金・法律相談、セミナーやワークショップ、専

門家が同行する住宅展示場・ショールーム見学会も

無料で随時開催。

耐震や断熱構造などをパネルなどで解説する「住

まいの基本性能コーナー」、住まいづくりの本やカ

タログを集めた「住まいのライブラリー」、「長期優

良住宅紹介コーナー」も無料公開されています。

住
ま
い
づ
く
り
ナ
ビ
セ
ン
タ
ー

納
得
の
住
ま
い
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

住まいづくりを考える

「
地
産
学
消
」「
食
の
バ
ラ
ン
ス
」
…

住
宅
展
示
場
に
行
く
前
に

プ
ロ
に
相
談

日
本
版「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
」導
入
も

日本を、世界を、すべてを元気にするキャンパス・ファーマーズ・マーケット

学
生
に
就
学
猶
予

農
山
漁
村
で
活
動


模
型
や
パ
ネ
ル
で
住
ま
い
の
基

本
か
ら
勉
強

住
ま
い
の
参
考
資

料
を
そ
ろ
え
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
、
東
洋
大
で
社
会
実
験

（企画・運営：株式会社日本建築住宅センター）

見学会、カタログ公開も

学
生
食
堂
「
結
」
の
完
成
予
想
図

試
作
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ

無料！

ご
夫
婦
で
住
ま
い
の
計
画
書
づ
く
り
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☆
み
ん
な
が
安
心

道
路
づ
く
り
に
注
文
が
あ

り
ま
す
。
車
、
自
転
車
、
歩

行
者
な
ど
、
ど
の
立
場
に
あ

る
人
に
も
安
心
し
て
通
行
で

き
る
も
の
を
作
っ
て
ほ
し
い

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち

ユ
ー
ザ
ー
の
側
に
も
道
路
の

知
識
を
持
ち
、
マ
ナ
ー
を
守

る
努
力
が
必
要
な
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

と
は
自
然
と
の
共
存
で
す
。

利
便
性
の
た
め
に
景
観
が
損

な
わ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
愛
知
県
阿
久
比
町

パ
ー

ト
・
３６
歳
）

☆
高
速
道
の
問
題

私
は
高
速
道
路
を
増
や
す

こ
と
に
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
通
過

型
が
増
え
、
そ
の
地
に
と
ど

ま
る
こ
と
が
少
な
く
、
地
方

都
市
の
人
口
流
出
が
起
き
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。
「
日
本
全
国
ど
こ

も
同
じ
」
と
い
う
風
景
は
寂

し
い
と
思
い
ま
す
。
（
北
海

道
森
町

主
婦
・
６１
歳
）

☆
地
元
品
大
切
に

道
の
駅
を
さ
ま
ざ
ま
な
か

た
ち
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

各
地
に
特
色
が
あ
り
、
立
ち

寄
る
の
が
楽
し
み
で
す
が
、

「
特
産
品
」
の
中
に
、
地
元

産
で
は
な
く
他
の
県
産
の
寄

せ
集
め
が
け
っ
こ
う
あ
り
、

残
念
で
す
。
地
元
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
の
開
発
、
と
り
わ
け
手

づ
く
り
品
を
ぜ
ひ
お
願
い
し

ま
す
。
（
大
分
県
中
津
市

自
営
業
・
６８
歳
）

☆
便
利
な
情
報
源

本
紙
２６
号
の
「
駅
か
ら
訪

ね
る
冬
イ
ベ
ン
ト
１５
選
」
は

ほ
ん
と
に
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な
い

私
に
と
っ
て
、
情
報
を
集
め

ら
れ
る
新
聞
は
と
っ
て
も
貴

重
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。（
東
京
都

練
馬
区

会
社
員
・
４１
歳
）

☆
行
く
先
思
案
中

本
紙
で
新
し
い
道
の
駅
登

録
一
覧
を
見
て
、
と
く
に
ど

こ
に
行
っ
て
み
よ
う
か
、
と

思
案
し
て
い
ま
す
。
「
巨
木

・
珍
木
」
の
特
集
も
面
白

く
、
道
の
駅
を
起
点
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
願

っ
て
も
な
い
嬉
し
い
記
事
で

し
た
。
こ
ち
ら
も
行
き
先
と

し
て
検
討
中
で
す
。
ド
ラ
イ

ブ
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
る
こ
と
、
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
（
青
森
県
三
沢
市

会
社
員
・
４６
歳
）

☆
進
化
続
け
る
駅

道
の
駅
は
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
、
生
産
物
の
購
入

を
通
し
て
旅
行
く
者
に
と
っ

て
頼
り
に
な
る
存
在
だ
。
道

路
を
走
り
な
が
ら
道
の
駅
の

標
識
を
見
て
、
「
あ
と
２
㌔

だ
」
と
安
堵
す
る
。
ま
さ
に

砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
だ
。
利
用

パ
タ
ー
ン
は
十
人
十
色
。
ト

イ
レ
休
憩
数
分
の
人
、
食
事

・
買
い
物
短
時
間
の
人
、
遅

く
な
っ
て
か
ら
車
中
泊
の
人

も
見
受
け
る
。
私
は
、
こ
れ

か
ら
の
道
の
駅
は
、
ハ
ブ
空

港
な
ら
ぬ
ハ
ブ
道
の
駅
に
発

展
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
道

の
駅
を
四
方
へ
の
観
光
の
核

と
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
の
導
入
も
必
要

だ
。
道
の
駅
が
長
期
滞
在
型

に
進
化
す
る
こ
と
を
願
う
。

（
福
井
市

無
職
・
７０
歳
）

☆
無
料
化
の
こ
と

私
は
高
速
道
路
の
無
料
化

を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
無
料

化
の
分
を
財
源
と
し
て
環
境

対
策
に
充
て
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
道
路
を
利

用
す
る
受
益
者
が
、
な
ん
ら

か
の
負
担
を
す
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
奈
良
県
大
和
高
田
市

会

社
員
・
５８
歳
）

☆
割
引
は
平
日
に

日
祭
日
に
観
光
地
に
行
く

と
、
駐
車
場
は
満
車
、
道
路

は
渋
滞
続
き
で
す
。
割
引
は

む
し
ろ
平
日
に
行
う
こ
と
に

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
多

く
の
人
が
分
散
し
て
休
暇
を

と
る
よ
う
に
な
り
、
土
日
集

中
は
緩
和
さ
れ
、
予
定
を
立

て
や
す
く
な
り
ま
す
。
年
配

者
に
は
、
平
日
は
動
き
や
す

い
と
し
て
土
日
を
避
け
て
い

る
人
も
多
い
の
で
す
。
（
札

幌
市

主
婦
・
６０
歳
）

☆�
観
光
標
識
�を

地
方
の
観
光
協
会
で
は
、

そ
の
地
の
観
光
案
内
を
や
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い

け
れ
ど
、
公
園
や
歴
史
あ
る

建
物
な
ど
町
や
村
が
独
自
に

整
備
し
て
い
る
観
光
地
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
隠
れ
た

場
所
を
、
道
路
に
�
標
識
�

と
し
て
表
示
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
無
理
で

し
ょ
う
か
。
（
茨
城
県
古
河

市

塾
講
師
・
５０
歳
）

☆
二
輪
の
楽
し
み

私
は
、
大
型
二
輪
バ
イ
ク

（
Ｂ
Ｍ
Ｗ

Ｆ
６
５
０
Ｃ

Ｓ
）
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
長
野
方
面
に

は
３
回
、
北
海
道
と
九
州
は

ほ
と
ん
ど
走
破
し
ま
し
た
。

あ
れ
こ
れ
す
べ
て
、
道
の
駅

の
お
か
げ
な
の
で
す
。
次
は

東
北
方
面
を
走
ろ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に

楽
し
い
で
す
よ
！
（
鹿
児
島

市

無
職
・
７６
歳
）

☆
ド
ラ
イ
ブ
好
き

主
人
が
リ
タ
イ
ア
し
て
早

く
も
１５
年
経
ち
ま
し
た
。
退

職
は
つ
い
４
、
５
年
前
と
思

っ
て
い
た
の
に
。
も
う
そ
ん

な
に
時
間
が
流
れ
て
い
た
の

で
す
ね
。
主
人
は
ド
ラ
イ
ブ

が
大
好
き
で
、
雪
の
季
節
以

外
は
よ
く
出
か
け
ま
す
。
私

の
生
ま
れ
故
郷
に
お
墓
参
り

に
行
く
と
、
み
ん
な
亡
く
な

っ
て
い
て
立
ち
寄
る
家
も
あ

り
ま
せ
ん
。
道
の
駅
で
昼
食

を
取
る
の
が
慣
例
で
す
。
地

魚
の
定
食
を
食
べ
、
売
ら
れ

て
い
る
花
の
苗
や
産
物
を
買

う
の
が
楽
し
み
。
辺
り
の
美

し
い
風
景
は
何
度
見
て
も
飽

き
な
い
の
が
不
思
議
で
す
。

（
広
島
市

主
婦
・
７１
歳
）

☆
バ
ス
等
に
限
定

私
は
高
速
道
路
無
料
化
に

反
対
で
す
。
こ
れ
以
上
の
混

雑
は
、
高
速
バ
ス
の
遅
れ
を

さ
ら
に
ひ
ど
く
し
ま
す
。
私

自
身
は
月
１
回
ほ
ど
高
速
道

路
を
利
用
し
通
院
し
て
い
ま

す
が
、
込
む
と
危
な
い
し
、

病
院
に
着
く
の
が
遅
く
な
っ

て
た
い
へ
ん
で
す
。
観
光
バ

ス
や
高
速
バ
ス
に
限
っ
て
無

料
化
す
れ
ば
、
バ
ス
代
が
安

く
な
り
、
利
用
も
増
え
、
混

雑
も
減
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
（
三
重
県
紀
北
町

主
婦
・
４６
歳
）

☆
脇
道
の
悲
し
さ

今
冬
は
重
な
る
大
寒
波
で

家
に
籠
り
が
ち
な
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。
車
が
古
く
、

運
転
が
怖
い
の
で
す
。
道
路

の
除
雪
の
悪
さ
が
そ
れ
に
拍

車
を
か
け
ま
す
。
幹
線
道
路

に
は
全
く
雪
が
な
い
の
に
、

一
本
脇
道
に
入
る
と
ボ
コ
ボ

コ
。
全
て
の
道
路
の
除
雪
は

予
算
の
関
係
も
あ
っ
て
無
理

と
し
て
も
、
あ
ま
り
の
ひ
ど

さ
に
早
く
春
が
来
て
ほ
し
い

と
祈
る
ば
か
り
で
す
。
（
新

潟
県
長
岡
市

ア
ル
バ
イ
ト

兼
主
婦
・
３９
歳
）

☆
深
夜
の
思
い
出

５
、
６
年
前
の
こ
と
。
私

た
ち
は
山
の
中
の
国
道
を
深

夜
１
～
２
時
に
走
り
抜
け
て

い
ま
し
た
。
高
速
道
路
で
、

と
何
回
も
頼
ん
だ
の
に
夫
は

貸
す
耳
持
た
ず
。
３０
分
以
上

対
向
車
な
し
。
心
細
く
な
っ

た
と
き
、
道
の
駅
が
。
そ
こ

で
仮
眠
し
ま
し
た
が
、
遠
く

で
フ
ク
ロ
ウ
が
鳴
き
犬
か
狼

の
遠
吠
え
も
。
ト
イ
レ
に
一

人
で
行
け
ず
、
怖
か
っ
た
で

す
。
あ
ち
こ
ち
行
き
ま
し
た

が
、
あ
の
道
の
駅
の
一
夜
は

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
（
岐
阜
県
海
津

市

主
婦
・
６０
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１５３-００６４

東京都目黒区下目黒３-５-１６ パー

ムコート１Ｆ ＮＰＯ法人人と道

研究会 目黒編集制作室宛てにお

寄せください。

また、読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

◆
お
詫
び

前
号
３
面
「
海

の
道
１
」
で
坂
本
龍
馬
が
安

芸
市
生
ま
れ
と
あ
る
の
は
、

高
知
市
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ヌ

ウ
グ
ヒ
ス

春
の
野
に

鳴
く
や
鴬

な
つ
け
む
と

ワ
ガ

ヘ

ソ
ノ

我
家
の
園
に

梅
が
花
咲
く

（
万
葉
集
、
巻
五
・
八
三
七
番
）

な

し
た

春
の
野
原
に
鳴
い
て
い
る
鴬
を
、
馴
れ
親
し
ま

せ
よ
う
と
し
て
、
我
が
家
の
庭
に
、
梅
が
花
を

咲
か
せ
て
い
る
の
だ
ナ
ァ
。

×

×

×

歌
は
、
梅
が
鴬
を
自
分
に
な
じ
ま
せ
、
親
し
ま
せ

う
た

る
た
め
に
、
花
を
咲
か
せ
て
い
る
、
と
詠
う
。
す
る

と
両
者
の
関
係
は
、
梅
が
女
性
で
、
鴬
が
男
性
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
、
恋
愛
感
情
を
思
わ
せ
る
。

コ
ヌ
レ

ガ
ク

イ

春
さ
れ
ば

梢
隠
り
て

鴬
ぞ

鳴
き
て
寝
ぬ
な

シ

ズ
エ

る

梅
の
下
枝
に

（
八
二
七
番
）

し
げ

春
に
な
る
と
、
木
の
繁
り
に
隠
れ
て
、
鴬
が
鳴

ね

し
た
え
だ

き
な
が
ら
寝
る
こ
と
だ
。
そ
の
梅
の
下
枝
で
‼

よ

た
ず

こ
の
歌
も
梅
と
鴬
を
詠
み
な
が
ら
、
女
性
を
訪
ね

ひ
と

よ

と
も

ね

て
、
一
夜
を
共
寝
す
る
男

性
が
想
像
さ
れ
る
。

春
さ
ら
ば

逢
は
む
と

モ

ケ

フ

思
ひ
し

梅
の
花

今
日

の
遊
び
に

逢
ひ
見
つ
る

か
も

（
八
三
五
番
）

春
に
な
っ
た
ら
逢
い

た
い
も
の
だ
‼
と
思
っ
て
い
た
梅
の
花
に
、
今

う
た

げ

日
、
こ
の
宴
会
で
、
出
会
っ
て
、
し
っ
か
り
と

見
た
こ
と
だ
ナ
ァ
。

う
た

待
望
の
梅
花
と
の
感
動
の
出
会
い
歌
で
あ
る
。
そ

ま
さ

そ
う
あ
い

し
て
正
し
く
相
愛
の
恋
人
と
の
歌
と
感
じ
る
。

み

う
た

万
葉
び
と
は
、
自
然
を
よ
く
看
て
、
感
動
を
詠
い

と

ろ

な
が
ら
、
同
時
に
自
己
の
心
情
を
吐
露
す
る
。
自
然

れ
ん
た
い

と
連
帯
・
同
化
し
、
一
体
と
な
り
、
自
然
の
な
か
に

た
い

安
住
す
る
｜
｜
自
然
態
の
生
き
ざ
ま
で
あ
る
。

た
く

●

自
然
の
取
り
合
わ
せ
も
巧
み
で
、
動
か
な
い
花
を

い
え

い

●

●

家
居
の
女
性
に
、
花
を
尋
ね
る
鴬
を
男
性
と
す
る
。

季
節
に
も
、
春
は
、
梅
に
鴬
。
夏
は
、
橘
に
ほ
と

と
ぎ
す
。
秋
は
、
萩
と
鹿
。
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

る
。四

季
に
恵
ま
れ
た
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
、
季
節
感

き

は
く

・
自
然
観
で
あ
る
。
だ
が
、
今
日
は
季
節
感
希
薄
・

て
ん
こ
う

自
然
観
の
転
向
し
き
り
だ
‼

こ
れ
で
い
い
の
か
？

（
万
葉
研
究
家
）

い ね ふな や

海から見る景観が美しい伊根の舟屋。周囲約

５㎞の湾に沿って２３０軒あまりの舟屋が立ち

並ぶ（京都府伊根町）

万
葉
び
と
の
季
節
感
・
自
然
観

◆お便り募集
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『
さ
ち
木
』
は
青
森
ヒ
バ
、
国
産
ス
ギ
な
ど
を
使
っ
た
天
然

の
新
建
築
資
材
で
す
。
ロ
ー
ル
状
で
作
業
現
場
に
持
ち
込
み
、

広
げ
て
壁
な
ど
に
貼
り
ま
す
。
ダ
ニ
、
カ
ビ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
す
る
抗
菌
作
用
が
あ
り
、
環
境
を
重
視
し
た
２１
世
紀
型
住
宅

資
材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ち
木
１
枚
は
９５
・
５
㌢

×
７
・
５
㌢
の
８
個
つ
な
ぎ
。
市
販
は
一
坪
単
位
で
す
が
、
今

回
は
半
坪
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

お
問
い
合
せ

㈱
道
の
駅
企
画
☎
０３
―
５
２
８
２
―
２
３
３
２

提
供

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
幸
せ
な
家
庭
環
境
を
つ
く
る
会

半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
国
土
緑
化
運
動
は
、
戦
後
の
荒
廃
し
た

国
土
を
豊
か
な
森
林
・
緑
で
覆
う
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
天
皇
陛
下
が
平
成
２１
年
に
ご
即
位
２０

年
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
奉
祝
す
る
と
と
も
に
、
昭

和
２５
年
か
ら
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
的
な
行
事
と
し
て
天
皇
皇

后
両
陛
下
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
開
催
さ
れ
る
「
全
国
植
樹

祭
」
が
６０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

提
供

社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
r
e
e
n
.
o
r
.
j
p

１
、
買
い
物
は
こ
ち
ら
で

２
、
人
を
育
て
る
こ
と
な
ん
で
す

３
、
柱
時
計
で
休
ま
ず
働
く

４
、
他
言
無
用

５
、
シ
ー
ツ
が
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
、
○
○
に
な
る

７
、
会
社
で
購
入
？

８
、「
菖
蒲
」
何
と
読
む
？

１０
、
数
学
・
象
・
カ
レ
ー

１１
、
カ
ラ
ダ
の
○
○
○
○
は
い
か
が
で
す
か
？

１２
、
今
は
○
○
○

１４
、
○
○
○
に
腕
押
し

１７
、
○
○
○
ご
っ
こ
で
、
何
も
変
わ
ら
ず
？

１８
、
つ
い
、
う
っ
か
り
し
て
い
た
よ

１９
、
眠
い
と
出
ち
ゃ
う

２１
、
散
り
際
が
美
し
い
春
の
花
と
い
え
ば
？

２３
、
カ
カ
オ
で
作
る
ド
リ
ン
ク
で
す

２５
、
ゲ
ー
テ
座
・
港
の
見
え
る
丘
公
園
・
外
国
人

墓
地
（
横
浜
）

２７
、
魚
＋
（
く
×
３
）
＋
田
∥
？

２９
、
里
・
山
・
薩
摩

１、過去・現在・○○○

３、臭いものには○○を

４、存在しているのに無いって言われる果物っ

て

６、病気のときは飲む、ケガのときは塗る

７、お話しています

８、運動するとカラダから出ます

９、ラブレターのこと

１１、ピンポーン♪

１３、ユニコーンの頭上にある

１５、キツネの○○入り、天気雨

１６、日光○○○○・奥州○○○○・熊野○○○

○

１９、昨日・今日・○○○

２０、足しておいてね

２２、徳島も愛媛もココにあります

２４、ピッと閉じるものといえば？

２６、白雪姫に登場する７人の○○○

２８、○○麦畑でつかまえて

３０、ノックしてから入ってね

３１、ドロー。引き分けになります

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

①
天
然
の
新
建
築
資
材
、青
森
ヒ
バ

こ

「
さ
ち
木
」３
枚
半
坪
分
を
５
名
に

★
タ
テ
の
鍵

道の駅のおすすめプレゼント

木更津社会館保育園の挑戦

里山っ子が行く！

斉藤道子 文

岡本央 写真

（農文協）
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Ｄ

５

１４

２９

Ｆ

本
著
は
、
木
更
津
社
会
館
保
育
園
の
「
里
山
保
育
」
実
践
の
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
里
山
保
育
が
子
ど
も
を
変
え
る
」

（
２
０
０
７
年
）
「
里
山
で
子
ど
も
た
ち
が
耀
く
」
（
２
０
０
８
年
）
と
し

て
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

木
更
津
社
会
館
保
育
園
で
は
、
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
園
児
た
ち
が
年
間
約

６０
日
、
近
郊
の
里
山
に
あ
る
分
園
に
出
か
け
、
自
然
を
相
手
に
自
由
に
遊

び
ま
す
。
分
園
に
は
「
佐
平
館
」と
呼
ぶ
古
い
民
家
と
３
０
０
０
坪
の
土
地

が
あ
り
、
里
山
保
育
の
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
更
津
の
保
育
園
か
ら
、

佐
平
館
ま
で
片
道
３
㌔
の
道
の
り
を
、園
児
た
ち
は
徒
歩
で
行
き
ま
す
。

森
の
探
検
、
タ
ー
ザ
ン
ご
っ
こ
、
木
登
り
、
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
の
遊
び

や
、
魚
と
り
、
筍
と
り
を
し
た
り
、
谷
津
田
で
の
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど

を
し
て
過
ご
す
の
で
す
。
宿
泊
し
て
蛍
を
見
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

園
児
た
ち
が
一
番
好
き
な
の
は
、
焚
き
火
と
泥
ん
こ
遊
び
。
里
山
プ
レ
イ

パ
ー
ク
、
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
遊
び
の
中
で
、
取
っ

組
み
合
い
の
ケ
ン
カ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

保
育
園
長
で
自
性
院
と
い
う
寺
の
住
職
の
宮
崎
栄
樹
さ
ん
は
、
「『
怒
る

な
、
ケ
ン
カ
を
や
め
ろ
』
と
い
う
こ
と
は
『
笑
う
な
』
『
泣
く
な
』
と
同

じ
く
人
の
感
情
が
も
つ
大
切
な
自
己
表
現
の
方
法
を
押
し
と
め
よ
う
と
す

る
こ
と
で
す
。
感
情
は
表
現
さ
れ
て
熟
し
て
い
き
ま
す
。
…
…
爆
発
す
る

二
つ
の
感
情
の
交
流
、
ぶ
つ
か
り
合
い
は
、
ハ
ッ
と
し
て
我
に
返
る
、
つ

ま
り
自
己
対
象
化
の
た
め
に
も
、
感
情
自
体
の
昇
華
・
成
熟
の
た
め
に

も
、
大
切
な
経
験
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ケ
ン
カ
を
奨
励

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
園
児
た
ち
の
自
由
な
里
山
遊
び
の
中

で
、
自
然
発
生
的
に
起
こ
る
ケ
ン
カ
を
ど
う
見
る
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
里
山
で
の
保
育
に
は
、
保
育
士
の
ほ
か
、
自
然
を
熟
知
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
家
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
「
佐
平
館
の
周
囲
で
過
ご
し
て
い
る

子
供
た
ち
は
、
葉
っ
ぱ
で
も
一
本
の
木
か
ら
で
も
遊
び
を
生
み
出
し
、
遊

び
の
ル
ー
ル
を
作
り
出
し
て
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
。
自
分
で
や
り
た
い
こ
と

を
自
分
で
探
す
。
そ
れ
が
こ
こ
の
子
供
た
ち
の
不
思
議
な
魅
力
だ
」

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
環
境
は
あ
ま
り
に
も
人
工
的
に
な
り
す
ぎ
、
子
供

た
ち
も
森
や
川
、
野
原
と
い
っ
た
自
然
の
中
で
遊
び
、
成
長
す
る
機
会
を

喪
失
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ゲ
ー
ム
っ
子
」
が
そ
の
典
型
だ
と
し
た
ら
、

対
極
に
あ
る
の
が
こ
の
「
里
山
っ
子
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
里

山
保
育
を
助
け
る
父
母
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
元
の
農
家
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
保

育
の
あ
り
か
た
に
、
本
書
は
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。（

花
信
風
子
）
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全
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年
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▶
応
募
方
法

▶
応
募
方
法

２６号の正解は

「ニホンノヨアケ」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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